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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

青梅マラソン参加外国招待等選手役員受入事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 秘書広報課広聴・国際交流担
当

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

第４６回青梅マラソン大会会場
北京市選手団（６名）参加　　　　　　　平成２４年２月１７日から２月１９日まで

国際交流の振興のため、青梅マラソン大会に参加する外国招待等選手・役員の受入を、青梅市
日本中国友好協会と連携して行なう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

より多くの外国人に参加してもらい、国際交流の振興を図る

(４) 実施内容

北京市選手団（６名）について、大会当日の案内、大会終了前後の市民交流等を行なった。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

団体に対して支出した経費はなし

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

青梅市日本中国友好協会　　　　　７人

(３) 協働の理由・きっかけ
各友好協会が市民レベルでの交流を行なっており、結びつきも強いため、外国人選手の招待に
ついて青梅市との共催事業としている。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

来青までの連絡のやり取り、宿泊先の確保や通訳等については、友好協会で行なっている。
大会前日、当日の誘導や案内、市内観光の引率を市で行う。

１．計画段階

1



市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

普段から交流を行っている友好協会と協働することにより、通訳や宿泊、市民交流をスムーズ
に行うことができた。

市民側

市との協働により、友好都市の方々に青梅マラソン大会に参加してもらえ、交流を深めること
ができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

役割分担の妥当性をよく話合い、互いに納得した形での協働としていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

自分の役割をよく理解してもらうことが必要と考える。

2



報告者

 ２　協働の内容

  できるだけ市民の声を反映した情報紙を発行し、市民に対して男女平等参画意識の啓発と理解
を深めてもらうため

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：　企画立案、情報収集、編集

行政側：　計画立案、情報収集、編集、発行

１．計画段階

970,559円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅商工会議所、青梅ボランティア・市民活動センター、青梅市市民のくらし展実行
             委員会、市民一般公募（２人）
参加人数：各団体1人ずつ

(３) 協働の理由・きっかけ

市民に対して男女平等参画意識の啓発と理解を深めるため、男女平等情報紙を発行する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

毎年２回、情報紙「よつばの手紙」を発行する。

(４) 実施内容

男女平等情報紙の企画立案、取材調査、編集、発行を行う。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

男女平等情報紙発行事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 企画調整課企画調整担当

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：毎年

場所：青梅市役所会議室

3



市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

4 3

4 4

3 3

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　取材や、編集会議等の日程調整が、厳しい。
　効率的な運営を心掛け、編集委員の負担をできるだけ、軽減できるようにしたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　編集委員同士の時間がなかなか合わず編集会議の日程調整が毎回難航している。
　メール等を上手に活用し効率が良くなるようにしたい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　情報紙の内容に市民の声が反映でき、より市民目線での編集ができた。
　市民の感覚に触れることにより、市の体質改善や職員の意識改革になると考える。

市民側
　協働したことにより読者である市民からも「より身近に感じられた」と評価を得た。
　「男女平等参画」への意識が高まった。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）

4



報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：相談

行政側：市民への周知・広報活動、会場の確保

団体名：東京弁護士会多摩支部

参加人数：２名

(３) 協働の理由・きっかけ

東京弁護士会多摩支部からの要望による

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

弁護士による離婚、親族、遺言、クレジット・サラ金問題等の無料法律相談会

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：平成２４年１月２８日（土）午後１時～午後４時
場所：市役所２階会議室

(２) 事業の目的

市民生活での様々な法的トラブルを抱えている方を対象に、弁護士による「無料法律相
談会」
を実施する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　　無料法律相談会の開催。
　　開催日ごと、１２～１４名まで先着順で受付を行う。

(４) 実施内容

事業名称
東京弁護士会多摩支部
無料法律相談会

生活安全課市民相談
係

(１) 実施期間および場所

協働事業評価シート（表）

 １　事業の内容
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市民側 行政側

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

市民側　（弁護士会のため調査不可）

行政側　市民への法律相談への機会をふやすことにより、市民生活での法的トラブルの
解消が図れた。相談者は、１２人であった。

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
市民側

行政側　 市民への法律相談の機会をふやすために開催したい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

事業名称 成年後見無料相談会 　　生活安全課市民
相談係

(１) 実施期間および場所

協働事業評価シート（表）

 １　事業の内容

期間：平成２３年９月１０日（土）・平成２４年１月２１日（土）午後１時～午後５時
場所：福祉センター相談室

(２) 事業の目的

成年後見制度についての理解を深めるとともに、司法書士の業務内容の周知を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

無料相談会の開催。
　事前に８名まで先着順で受付を行う。

(４) 実施内容

福祉センター相談室において、東京司法書士会青梅支部会員の司法書士による無料相談
会

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：公益社団法人成年後見センター・リーガルサポートセンター東京支部

参加人数：２名

(３) 協働の理由・きっかけ

公益社団法人成年後見センター・リーガルサポートセンター東京支部からの要望による

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(５) 役割分担

市民側：相談

行政側：市民への周知・広報活動、会場の確保

7



市民側 行政側

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

協働事業評価シート（裏）

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

市民側（公益社団法人成年後見センター・リーガルサポートセンター東京支部のため調
査不可）

行政側　市民が抱えている成年後見制度に関する諸問題の解決が図れた。
　　　　相談者は2名であった。

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
市民側

行政側　 市民への相談の機会をふやすために開催したい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

8



報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 法テラスの無料法律相談会 　　生活安全課市民
相談係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１０月２７日（木）・１２月８日（木）午後５時～午後８時１０分
場所：市役所２階会議室

(２) 事業の目的

市民生活での様々な法的トラブルを抱えている方を対象に、弁護士による「無料法律相
談会」
を実施する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　　無料法律相談会の開催。
　　開催日ごと、５名まで先着順で受付を行う。

(４) 実施内容

法テラス派遣の弁護士による無料法律相談会

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：日本司法支援センター（法テラス)東京地方事務所多摩支部

参加人数：２名

(３) 協働の理由・きっかけ

法テラスからの要望による

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(５) 役割分担

市民側：相談

行政側：市民への周知・広報活動、会場の確保

9



市民側 行政側

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

協働事業評価シート（裏）
Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

市民側　（日本司法支援センター（法テラス)東京地方事務所多摩支部のため調査不可）

行政側　市民への法律相談への機会をふやすことにより、市民生活での法的トラブルの
解消が図れた。相談者は、述べ９人であった。

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
市民側

行政側　 市民への法律相談の機会をふやすために開催したい。

10



報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：相談

行政側：会場確保、広報掲載、パンフレットの配置・配布

団体名：（社）全日本不動産協会東京都本部多摩西支部
　
参加人数：５名

(３) 協働の理由・きっかけ

（社）全日本不動産協会東京都本部多摩西支部からの要請による

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

弁護士、税理士および全日本不動産協会東京都本部多摩西支部の相談員による不動産相談会

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：平成２３年９月１２日(月）午前10時～午後４時
場所：市役所２階会議室

(２) 事業の目的

不動産取引に伴う消費者の利益保護のため、不動産に関する知識の普及と安全な取引の推進向
上を図るため。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

相談時間内で概ね１０名程度を目標とする。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 不動産無料相談会 　　生活安全課市民相談係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

(11) 協働による効果

市民側　（全日本不動産協会東京都本部多摩西支部のため調査不可）

行政側　　市民が抱えている不動産に関する諸問題の解決が図れた。
　 　　　　なお、相談者は３１人であった。

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
市民側

行政側　　安全な不動産取引が推進されるよう継続して開催していく。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

協働事業評価シート（裏）
Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

12



報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 不動産に関する無料相談会 　　生活安全課市民相談係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１０年４日（火）午前１０時～午後４時
場所：市役所２階会議室

(２) 事業の目的

一般消費者の不動産取引に伴う消費者の利益を保護するため不動産に関する知識の普及並びに
安全な取引の推進向上を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

相談時間内で概ね１０名程度を目標とする。

(４) 実施内容

不動産鑑定士による不動産に関する無料相談

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：東京都不動産鑑定士協会

参加人数：４名

(３) 協働の理由・きっかけ

東京都不動産鑑定士協会の要請による

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：相談

行政側：会場確保、広報掲載、パンフレットの配置・配布
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市民側 行政側

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

協働事業評価シート（裏）
Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

市民側　　（東京都不動産鑑定士協会の調査不可）

行政側　　不動産取引に伴う消費者の利益を保護するため不動産に関する知識や安全な取引の
推進が図れた。相談者１０名

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
市民側

行政側　　安全な不動産取引が推進されるよう継続して開催していく。
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報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：相談

行政側：会場確保、広報掲載、パンフレットの配置・配布

団体名：東京都行政書士会多摩西部支部

相談人数：１３名

(３) 協働の理由・きっかけ

東京都行政書士会多摩西部支部の要請による

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

行政書士による相続、不動産、成年後見などの無料相談

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：平成２3年１1月7日（月）午前１０時～午後４時
場所：市役所２階会議室

(２) 事業の目的

一般市民への制度の普及および支援

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

講演会および無料相談会を開催し、行政書士制度の普及・浸透を図る。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 行政書士による無料相談会 生活安全課市民相談係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

(11) 協働による効果

市民側　　（東京都行政書士会多摩西部支部のため調査不可）

行政側　　遺言・相続に関する相談や成年後見制度の普及を図れた。
　　　　　相談件数：１３件

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
市民側

行政側　　行政書士制度の普及・浸透を図り、継続的に行政書士を活用した市民への支援をし
たい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

協働事業評価シート（裏）
Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった
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報告者

 ２　協働の内容

　東京三弁護士会多摩地区法律相談センターからの要請により開催した。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：市民への周知・広報活動、会場の確保

行政側：申し込み受付、相談会の受付、弁護士の確保および派遣

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　　０円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：東京三弁護士会多摩地区法律相談センター

参加人数：４名

(３) 協働の理由・きっかけ

　消費者金融などからの借り入れが増え、返済などで悩みを抱えている多重債務者を対象に、
弁護士による「無料法律相談会」を実施する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　無料法律相談会の開催。
　開催日ごと、3名または６名まで先着順で受付を行う。

(４) 実施内容

福祉センター相談室、市役所会議室において、東京三弁護士会所属の弁護士による多重債務に
かかる無料法律相談会

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

多重債務者向け無料法律相談会

協働事業評価シート（表）

事業名称 生活安全課市民相談係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
期間：平成２２年６月１９日（土）、９月１８日（土）、１２月１８日（土）、３月１９日
（日）
午後２時から午後５時
場所：福祉センター 市役所
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市民側 行政側

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

(１２)今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　当初の予定者数(1日・3名から６名以内)よりも申込が少なかったが、市が実施してい
る定例の
　　　法律相談でも、多重債務にかかる相談は多くあるので、引き続き２３年度においても開
催予定

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　多重債務者を対象にした「無料法律相談会」を開催し、法律相談への機会をふやすこ
とにより、多重債務者となって困っている人の救済の一助となった。相談者は、次のとうりで
あった。
　　　　平成２２年　６月１９日（土）　　２名
　　　　平成２２年　９月１８日（土）　　２名
　　　　平成２２年１２月１８日（土）　　２名
　　　　平成２３年　３月１９日（土）　　２名

市民側　（東京三弁護士会多摩地区法律相談センターのため調査不可）

Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

  平成１６年度までは消費生活展として実施していたが、婦人会組織がなくなったため、平成１
７年度から市民のくらし展として現在の関係団体で実行委員会を組織し開催している。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：啓発パネル等の製作、展示、説明

行政側：会議の設定、会場総括、準備、整理

１．計画段階

　委託料　　1,068，972円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

コープとうきょう青梅奥多摩コープ会１３人、青梅総合高校6人、パルシステム東京青梅・奥
多摩委員会１５人、多摩高校２７人、食を考える会１４人

(３) 協働の理由・きっかけ

  ｢今こそ見つめなおそ日々のくらし！私たちの未来のために!」をテーマに、市民生活の安定と
コミュニティの大切さについて青梅市市民のくらし展を通して啓発に努める。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　産業観光まつりの来場者に対し、展示、催し物等により啓発を行う。
　クイズコーナー　2日間　1,086人　　地元産ゆで卵の試食　2日間1,100食

(４) 実施内容

　展示コーナー：コープとうきょう、パルシステム東京、食を考える会等
　試食コーナー：地元産ゆで卵試食、クイズコーナー、絵手紙コーナー、計量ゲーム等

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

青梅市市民のくらし展

協働事業評価シート（表）

事業名称 生活安全課消費生活担当

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：実施日　　 平成２３年 １１月 ５日(土)  ６日(日)午前１０時から午後４時まで

場所：永山公園グランド（産業観光まつりと併設）
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

　現在３団体に協働のお願いをしていますが、各種団体の構成員も自分の団体の活動が忙し
く、さらに本事業への協力について、難しくなっている。本事業の縮小を含めた見直しの検討
が必要である。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

　協働を依頼している各種団体の構成員の減少や団体の活動が忙しく、さらに本事業への協力
体制が負担になるとの意見もあり、今後規模の縮小などの検討が必要である。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　正規職員１名および再任用職員1名の少人数体制で、多くの来場者に各団体のテーマおよび
消費者、人権、男女平等、市民協働、自治会等の啓発が効率的に図れた。特にクイズの景品に
ついては、商品として市内産野菜を配布したり、地元産ゆで卵の試食会の実施により地産地消
の推進が図られた。

市民側

　２日間の来場者は延１０，６００人で、多くの来場者に各団体のテーマおよび消費者、人
権、男女平等、市民協働、自治会等の啓発が効率的に図れた。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

地域で頑張る青少年支援事業・
団塊世代地域デビュー事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課市民活動推進
係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年６月～平成２４年３月

場所：福祉センター、市民センターほか

４つの事業をとおして、若者および団塊世代の活動を支援する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団塊世代および青少年の市民活動デビューの支援

(４) 実施内容

①遊びサポーター養成講座/遊び寺子屋　②おうめ若者カフェ　③であう　あそぶ　子どもの舞
台芸術体験広場　④まちづくりフォーラム

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

1,000,102円（多摩島しょ助成金）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：地域で頑張る青少年支援事業・団塊世代地域デビュー事業実行委員会（市民活動団体
から７人、市職員から４人
参加人数：１１人（ただし実行委員会のみ）

(３) 協働の理由・きっかけ

協働のモデル事業として事業を実施するために、ＮＰＯ団体と話合い実施。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業実施、広報活動（広報おうめ以外）

行政側：事業実施のサポート、広報活動（広報おうめ）

１．計画段階
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市民側 行政側

3.2 3

3.6 4

3.6 3.5

3.8 4

3.8 4

3.8 4

3.8 3.5

3.2 3.5

4 3.5

4 3.5

協働事業評価シート（裏）　　　　複数人平均

４ はい  ３ どちらかといえば「はい」 ２ どちらかといえば「いいえ」 　１ いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
行政のみではこれだけの成果は得られなかった。
Facebook等NPOのつながりを活かした参加者の募集やNPOならではの発想を活かした事業
実施ができた。

市民側
周知等がスムーズにできた。事業参加者も行政との距離が近づいたと思う。予算・場所・知恵
の幅があった。最終的には人と人との出会いが増えた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
事前に役割分担をはっきり決めておいた方が事業実施がスムーズ。
費用や人の面でどうやって事業を継続できるか。また、継続していく先に何を望めるか。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
事務仕事の分担を市民側でもう少し引受けても良かった。行政にできること、市民にできるこ
とが明確なると事業が実施しやすい。ネットワークを広げ、積み重ねていくことや今後の課題
を出し合い、目標に向かうことが大切。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

協働事業市民推進委員会

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課市民活動推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年４月２5日～３月16日（計６回）

場所：市役所会議室

市の協働事業について、市民の意見を求める

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

(４) 実施内容

事務局が報告した議題に対し、意見をもらう

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

80,000円（謝礼金）

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：NPO法人、自治会連合会、公募、ボランティアセンター
参加人数：9人

(３) 協働の理由・きっかけ

青梅市における市民活動団体等との協働事業の推進に関する指針

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

２．実施段階

(５) 役割分担

協働相手：提案や意見の発表
行政側：会議の事務局
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市民側 行政側

3.5 4

3.5 4

3 4

3.5 4

3.5 4

3.5 4

2.5 3

3.5 4

3.5 4

2.5 3

協働事業評価シート（裏）　　　　　複数人平均

４ はい  ３ どちらかといえば「はい」 ２ どちらかといえば「いいえ」 　１ いいえ

計
画
段
階

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明確に
なっていた

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
協働を進めるにあたり、市民・行政の現状や課題についての率直な話や行政だけでは気づかない点
について意見を聞くことができた。

市民側
・市民と行政…会議を通じ、お互いが人と人として知り合い、思いを語り合うことにより、
それぞれの立場の違いを理解した上で、より良い暮らしのために共に出来ることは何かについて
考えることが出来るようになった。
・視察に行き、共通の体験としての学習機会と出来た事は意味が大きかった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

委員会の役割（主に事業の評価）について協議していきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
・会議の構成メンバーの「協働」についての認識に疑問を感じる事があった。会議開催時間等を工
夫し、多種多様な構成メンバーでの実施が実現できるといいと思う。
・行政の推進委員会との懇談の機会を増やすことが必要なのではと思う。また、各課の推進委員と
市民活動団体との学習交流会が必要だと思う。市民委員会として、勉強を重ね、協働事業まちづく
り条例作りなどに取り組みたい。
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報告者

 ２　協働の内容

協働の研修が新任研修に組み込まれることになり、ボラセンとの協働を投げかけた

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

(５) 役割分担

ボラセン：ボラセンの事業報告、協働のグループワーク
行政側：協働の講義、消耗品の負担

なし

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅ボランティア・市民活動センター
参加人数：２人

(３) 協働の理由・きっかけ

協働について理解してもらう、ボランティアセンターを知ってもらう

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

協働について理解してもらう、ボランティアセンターを知ってもらう

(４) 実施内容

講義、グループワーク

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

新任職員向け協働研修

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課市民活動推進
係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年５月６日

場所：市役所会議室
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市民側 行政側

3 4

2 4

2 4

2 4

4 4

3 4

4 4

3 3

2 4

2 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
毎年準備期間が短いので、次回はもう少し余裕をもって準備できるようにしたい。
目指せ研修参加者満足度８０％！

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

ボラセン
現在は行政とボランティアセンター２者で研修を行っているが、協働の相手としてNPO法人等
と組んで研修を行うことも必要である。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
グループワークのテーマ決め等について知恵を出し合えた。
ボランティアセンター職員の講習スキルにより、グループワークが盛り上がり、また円滑に実
施された。

ボラセン
役割分担も明確で、行政からとしては協働の理念、市民側からはボランティアセンターとして
ワークショップを行うことで双方の考え方を伝えることが出来た。

４ はい  ３ どちらかといえば「はい」 ２ どちらかといえば「いいえ」 　１ いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
青梅市民センター

 １　事業の内容

市民センターの生涯学習事業実施状況、節電の状況、図書館利用状況について

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

青梅市民センター運営協議会

(１) 実施期間および場所

期間：第１回　平成２３年８月１１日、　第２回　平成２４年２月２５日
場所：青梅市民センター

青梅市民センターの効果的な活用を検討する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営について、地域の団体や市民が主体となって協議する（年
２回）

(４) 実施内容

市民側：センター運営全般について協議する

行政側：提言を市民センター運営に反映させるよう努める

２．実施段階

青梅市民センター運営協議会委員謝礼金　　　　95,000 円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：第１支会、体育指導委員、青少年委員、１中ＰＴ4、、１小ＰＴ4、青梅地区高齢者ク
ラブ、センター利用団体、公募委員
参加人数：１０人

(３) 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

3 4

3 4

4 4

3 3

4 3

4 4

協働事業評価シート（裏）

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

行政側
運営協議会の意見等を尊重しながら対応したい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

市民側
市民センターからの情報や委員同士の意見交換をとおして、市民センターについて考えていく
機会にしたい。

(11) 協働による効果

行政側
市民センターについて率直な意見が得られやすい機会になっている。

市民側
市民センターの現状の業務内容について知ることができるとともに、意見交換をとおして地域
との相互理解に役立っていると思われる。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
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報告者

 ２　協働の内容

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：センター運営全般について協議する

行政側：提言を市民センター運営に反映させるよう努める

２．実施段階

長淵市民センター運営協議会委員謝礼金　１００，０００円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：第二支会、二小、二中ＰＴＡ、友田小ＰＴＡ、一小ＰＴＡ、元第二婦人会、体育指導
委員、青少年委員、公募委員
参加人数：１０人

(３) 協働の理由・きっかけ

長淵市民センターの効果的な活用を検討する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営について、地域の団体や市民が主体となって協議する（年
２回）

(４) 実施内容

市民センターの利用状況、住民票等交付状況、図書館利用状況、予算・事業等について

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

長淵市民センター運営協議会

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
長淵市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：第１回　平成２３年７月２７日、　第２回　平成２４年３月８日
場所：長淵市民センター
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 3

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
運営協議会の意見等を尊重しながら対応したい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
市民センターからの情報や委員同士の意見交換をとおして、市民センターについて考えていく
機会にしたい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
市民センターについて率直な意見が得られやすい機会になっている。

市民側
市民センターの現状の業務内容について知ることができるとともに、意見交換をとおして地域
との相互理解に役立っていると思われる。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：実行委員会での打合せ。センターまつりの会場の設営および片付け。

行政側：実行委員会関係業務、センターまつり日程の周知、展示等機材の提供

団体名：長淵市民センターまつり実行委員会
参加人数：21団体

(３) 協働の理由・きっかけ

市民センター利用団体の発表の場創設

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

長淵市民センター利用団体の作品展示、演技披露、地域団体等による交流の場の設定

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

支出額：１４，６８４円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：平成２３年１１月１２日、１１月１３日
場所：長淵市民センター

(２) 事業の目的

長淵市民センター利用団体の作品展示等により活動状況を広く市民に紹介するとともに、地域
団体等による地域住民の交流の場を設け、地域の連携、コミュニティの醸成を図ることを目的
とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

長淵市民センター利用団体の発表の場等を設けるとともに、地域住民の親睦を図る機会とす
る。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 長淵市民センターまつり 市民活動推進課
長淵市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

2 2

(11) 協働による効果

市民側
利用団体の成果発表、団体相互の親睦、地域住民の交流の場として効果がある。

行政側
市民センターが身近に感じられる大きな要素と考えられる。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側
発表の場所等のより良い会場づくり。

行政側
参加団体、入場者数の増加方法の検討。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

大門市民センター運営協議会

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
大門市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：第１回大門市民センター運営協議会（平成２３年8月２日）
　　　第２回大門市民センター運営協議会（平成２４年２月2４日）
場所：大門市民センター

　大門市民センターの効果的活用および適正かつ円滑な運営について協議すること。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　地域の団体や市民が主体となった協議機関として、市民センターに置く機能や運営について
協議し、市民センターの効果的な活用と運営を目指す。

(４) 実施内容

　市民センターの在り方について、市民センター利用状況、住民票等の交付状況、文化祭等、
行政との連絡や地域への情報発信等について。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　報賞費　100千円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：第3支会１名、保育園園長１名、子供会育成会１名、青少年対策第3支会地区委員会１
名、霞老壮大学１名、防災対策委員会1名、利用団体２名、公募委員２名
参加人数：合計１０名（男５、女５）

(３) 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：地域特性や地域の住民ニーズに対応した市民センター運営と、地域市民活動団体等の
拠点としての活用に向けて、市民センターの運営全般について提言する。
行政側：提言をセンター運営に活用する。

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
センターが地域に密着し市民の声が行政に反映され、また行政から地域への情報等が円滑に行
え、地域の拠点としてのセンターに有効である。

市民側
　市民センターの効果的な活用、サービス向上について意見交換ができ、地域住民の要望等を
得やすくなった。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　センターを効率よく運営できるよう協議会の意見を尊重し実施していきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　より自由に意見をいただく。
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 ２　協働の内容

　自主グループとして活動の活性化

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：当日の準備、連絡調整、当日の指導

行政側：事前協議、広報での周知、当日の準備

２．実施段階

　無

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：虹いろの会
参加人数：延べ７４人／回

(３) 協働の理由・きっかけ

　市民センターは児童館的要素もある複合施設であり、子育て支援事業の一つとして、子育て
中の保護者や乳幼児に遊び場を提供し他の親子との交流を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　多くの子育て中の親子に参加していただき交流を通じて悩み等の相談や親睦を図る。

(４) 実施内容

　まめまき、もちつき、ふれあい遊び、読み聞かせ、歌遊び、幼児体操、大人のストレッチ、
仲間つくりなど毎回テーマを変えながら母と子で遊ぶ。参加者も多く好評。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
大門市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：6/6, 7/6, 9/5, 10/3, 11/7, 12/5 ,2/6, 3/5　の８回

場所：大門市民センター

空いろパーク
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　市の子ども家庭支援課の支援が必要

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　今後も協働により充実が必要

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　就学前の親子の子育て支援事業ができた。

市民側
　協働により広報等ができたことにより、参加者が多く好評であった。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

ふるさと地域散歩

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
大門市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２４年２月２５日

場所：大門市民センター管内

近くに住む人同士親睦をはかりながら、身近な地域を知り、新たな発見、人とのつながりをつ
くることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

多くの市民に参加してもらうことにより、地域住民の親睦を深める。

(４) 実施内容

大門市民センター管内約５kmを散歩しながら、地域の歴史の話を聞く

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

市予算（市民活動事業経費・報償費・講師報償金）から　7,000円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：霞川くらしの楽校

参加人数：約10人

(３) 協働の理由・きっかけ
地域を活動拠点としていたので、センター事業を実施したい旨相談したところ、目的が合った
ため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：講師との連絡調整、事前協議、当日の引率

行政側：事前協議、広報等での周知、当日の資料準備等の事務

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　身近な地域の歴史に触れるとともに、地域の人達の交流をはかることができた。

市民側　地域で活動している団体なので、地域住民との親睦をはかるとともに、団体の活動内
容を知ってもらうことができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　第３回、４回とコースを変え、霞川くらしの楽校との協働で実施していきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　今後もセンターとの協働で実施していきたい。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

文化展

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
大門市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１１月2６日から１１月2７日まで
場所：大門市民センター

市民センター利用団体および地域住民の活動成果を地域市民に紹介するとともに、市民セン
ターを交流の場、ふれあいの場として、親睦の輪を広げる。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

サークル団体活動および地域の住民の発表の場を設け、地域の住民相互の親睦を図るとともに
市民センター利用団体の資質の向上を図る。

(４) 実施内容

団体メンバーおよび地域の人々の作品の展示や発表を行い、８００人の観覧を得た。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

１３．５千円（抹茶購入ほか）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：大門市民センター文化展実行委員会

参加人数：１００人

(３) 協働の理由・きっかけ

自主グループの活動の活性化を図る。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：団体代表者が実行委員会に出席し打ち合わせておく。当日は、参加団体メンバーが事
務局側と共同で会場設営・撤去等を行う。
行政側：実行委員会を開催して協議を進める。展示等に必要なものを用意しておく。当日の設
営・撤去

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　　施設利用団体の活動内容を把握し、利用者との交流を図ることができた。。

市民側　活動発表の機会を協働で行ったことにより、多くの市民に活動成果をみてもらうこと
ができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

梅郷市民センター運営協議会

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
梅郷市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：第１回　平成２３年6月２8日（火）、　第２回　平成２４年３月26日（月）
場所：梅郷市民センター

梅郷市民センターの効果的な活用を検討する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営全般を協議するため、協議会を年２回開催する

(４) 実施内容

　市民センターの在り方について、市民センター利用および事業実施状況、出張所関係業務状
況、図書館の状況等、行政との連絡や地域への情報発信等について。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

梅郷市民センター運営協議会委員謝礼金　８５，０００円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：第四支会、青少年対策梅郷地区委員会、青少年委員、体育指導委員、五小ＰＴ4、青
梅女性防火防災の会、利用団体２名、公募２名
参加人数：１０人（男性７名、女性３名）

(３) 協働の理由・きっかけ

青梅市市民センター運営協議会設置要綱

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：センター運営全般について協議する

行政側：提言を市民センター運営に反映させるよう努める

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
市民センターについて率直な意見が得られやすい機会になっている。

市民側
地域住民や利用者からの意見や要望を行政に伝えることができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
運営協議会の意見等を尊重しながら対応したい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
行政からの情報提供や委員同士の意見交換をとおして、市民センターをよりよくするための意
見交換の場として活用したい。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 梅郷市民センター文化祭 市民活動推進課
梅郷市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１１月１３日（日）
場所：梅郷市民センター

(２) 事業の目的

地域の伝統や特性を生かし、生涯にわたる地域住民の多様な学習機会の成果を展示すること
で、地域の交流を促進し地域社会における主体的活動の活性化を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

梅郷市民センター利用団体の発表の場等を設けるとともに、地域住民の親睦を図る機会とす
る。

(４) 実施内容

梅郷市民センター利用団体の作品展示、演技披露、地域団体等による交流の場の設定。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

支出額：５９，２３６円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：梅郷地区総合文化祭実行委員会
参加人数：１９団体

(３) 協働の理由・きっかけ

市民センター利用団体の発表の場を提供

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会での打合せ。文化祭会場の設営および片付け。

行政側：実行委員会関係業務、文化祭日程の周知、展示等機材の準備。
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

市民側
利用団体や地域住民の成果発表、団体相互の親睦、地域住民の交流の場として効果がある。

行政側
利用者の表現したい場作りにお互い意見交換ができ、市民側により満足できる場を提供でき
る。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側
発表の場所等のより良い会場づくり。

行政側
参加団体、入場者数の増加方法の検討。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：各種の立場から、市民センターのより良い運営に向けた助言を行う。

行政側：助言を活かし、市としての事務、地域団体の事務に可能な限り反映させる。

２．実施段階

沢井市民センターの効果的な活用を検討する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体名：第５支会支会長、自治会長、第六小学校校長、青少年委員、体育指導委員、沢井市民
センター利用団体代表者、公募委員。　委員は全９人。８月２５日の出席者は８人。３月７日
の出席者は６人。

(３) 協働の理由・きっかけ

市民センター運営協議会設置要綱

市民センターの利用状況、施設整備状況、主催行事、関係団体の行事について報告。
２３年度の協議会では、２４年度に体育館の耐震工事があること、２５年度に管内で国体のカ
ヌー競技が開催されることなどに質問があった。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

市民センター運営経費　　支出済額７０，０００円　　予算額１０千円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

市としての事務、地域団体の事務に対し、多くの意見を寄せてもらい、意見が活かされるよう
努める。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
沢井市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

沢井市民センター運営協議会

(１) 実施期間および場所

期間：　第１回　平成２３年８月２５日
　　　　第２回　平成２４年３月７日
場所：　沢井市民センター
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市民側 行政側

4 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　　市民センターは地域団体の事務も行っており、会議にはその代表者も同席してい
る。
　　　　　本題は市民センターについてであるが、会長が揃う機会でもある。地域に良い関係
が築かれ
　　　　るのであれば団体についての発言も有効ではないかと考える。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　　地域団体の事務については意見や質問をしにくい。

(11) 協働による効果

行政側　　改善すべき点を明らかにできた。

市民側       市民センターの業務内容を知ることができた。

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：主催者会議、事前説明会、会場準備、当日の運営協力、展示または出演、片付け。
行政側：主催者会議開催、会場、必要物品の確保、開催周知。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

「清涼会」（老人会）約１０人。「三田同友会」約１０人。「西東京農協」約１０人。沢井市
民センター利用団体約６０人。

(３) 協働の理由・きっかけ
自主グル―プの構成員は管内の住民とは限らない。住民同士の交流も必要とする考えから、地
域団体である老人会などと共催している。

文化系団体作品展示、演技発表、農産物共進会、農産物即売、共催団体作品展示。
２３年度の入場６２３人

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

市民活動事業経費　　支出済額１４，３９９円　　予算額１５千円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

来場者数５００人の確保。演技の披露と住民間の交流に効果をあげる。

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

三田地区総合文化祭

(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１１月１３日

場所：沢井市民センター

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
沢井市民センター

 １　事業の内容

地域住民の文化意識の向上をはかる。出品・出演者同士の協力作業などによる住民同士のふれ
あい。
趣味発見の機会提供。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
若い人の来場を増やす。市民センターを利用する文化団体は高齢者が多い。そのため高齢者中
心の内容になっている。若い人が来場する工夫が必要である。共催団体との議題とする。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
若い人の来場が少ない。

(11) 協働による効果

行政側
市民センターが活用されていることのＰＲ。
多くの情報や意見を得られるよい機会となっている。
住民同士が顔見知りになることで、防災訓練や運動会など多くの人が集まる行事の助けになっ
ている

市民側
　発表の場が与えられる。活動の励みになる。出会いがある。交友関係が広まる。仲間意識が
高まる。　趣味発見のきっかけになる。

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

市民センターの効果的な活用を検討する。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
小曾木市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

小曾木市民センター運営協議会

(１) 実施期間および場所

期間：　第１回　平成２３年８月１１日
　　　　第２回　平成２４年２月２７日
場所：　小曾木市民センター

センター運営を適正、円滑にすすめる。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体名：第６支会、社会教育団体のうちスポーツ団体、文化団体、青少年委員、公募委員
参加人数：１０人

(３) 協働の理由・きっかけ

運営協議会設置要綱

平成２３年度市民センター予算執行状況・センターの在り方について ・平成２３年度センター
生涯学習事業の実施状況・センター利用状況・図書館利用状況・ 節電について・平成２４年度
市民センター予算の概要・ 平成２４年度小曾木市民センター生涯学習事業の実施予定について

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

（款）02総務費　（項）１総務管理費　（目）10市民センター費　（節）08報償費
 （事業）02市民センター運営経費　　100千円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：地域特性や地域の住民ニーズに対応した市民センター運営と、地域市民活動団体等の
拠点としての活用に向けて、市民センターの運営全般について提言する

行政側：地域発展に向けて、センターの在り方を検討する。

２．実施段階
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市民側 行政側

4 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　　　委員の意見を尊重し市民センターの運営をしていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　　　センターの利用がもう少し多くなると良いと思います

(11) 協働による効果

行政側　　センターのあるべき姿について、率直な意見をいただき市民の要望等を得やすく
なった。

市民側       センターの運営状態が良く分かった
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
小曾木市民センター

 １　事業の内容

市民センター利用団体や地域住民、小中学生の活動成果として作品を展示すること等により市
民に紹介し、地区の連携、コミュニティを図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

利用団体の活動発表の場を設け、団体相互の親睦を図るとともに、市民センター利用団体の資
質の向上を図る。

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

小曾木地区文化祭

(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１１月１２日、１３日

場所：小曾木市民センター

団体名：小曾木地区文化祭実行委員会

参加人数：２０団体

(３) 協働の理由・きっかけ

センターで活動中のサークルの発表の場や、地域住民の作品の展示発表を設ける。

センター利用団体および地域住民の作品展示、演奏等の紹介、小学校総合学習の成果発表、農
産物の販売

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

市民センター利用団体で組織する文化祭実行委員会の参加負担金および寄付金で運営。２３千
円。

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会での検討、文化祭当日の会場の準備、作品等の作成および展示片付け
行政側：文化祭実行委員会開催準備から文化祭の周知、会場事前準備・片行け等

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他
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市民側 行政側

B B

A A

A A

A A

B A

A A

A A

A A

A A

B B

Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
土地柄を生かした農業者振興会による農作物の展示即売が人気が高いのでぜひ続けたい。
演奏は６中吹奏楽部で野外（センター駐車場）で演奏のため、天候により会場が変わる問題が
ある。
これらからも、より多くの方に参加していただけるよう、今後も努めていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
センター利用団体文化団体が高齢等の理由から減少傾向にある。

(11) 協働による効果

行政側
行政と市民が一体となり推し進めることで、市民センターが、より身近な存在となる。
より親しみやすい市民センターへ

市民側
利用団体や地域住民の成果の発表、相互理解、地域の親睦、つながりが深まる。
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報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：開催準備、交通整理、受付、撤収
行政側：準備品用意、交通整理

団体名：第７支会・（社）里仁会・KF2トライアスロンクラブ
競技参加人数：３７９名
協力者：２００名

(３) 協働の理由・きっかけ

地域の一体化を図るため

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

２．実施段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ヒルクライム（自転車で山道や坂を上る）競技
成木市民センターをスタートし、常盤林道終点をゴール地点として目指す

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

市予算なし

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：平成２３年９月４日

場所：成木市民センター～常盤林道

(２) 事業の目的

恵まれた自然を活用し環境保全と健康づくりを目指す。また、地域間交流と地域の一体感を深
める

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

目標参加人数５００名
自転車競技に参加猿選手の安全確保と地域の親睦

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称
東京ヒルクライム
（自転車競技）

市民活動推進課
成木市民センター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(11) 協働による効果

市民側
相互理解、地域の親睦、つながりが深まる

行政側
行政と市民が一体となり進めることで、地域間交流と地域の一体感が深まった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側
競技の規模拡大への方法として周知方法や、参加者の増加に向けて駐車場の確保などが必要

行政側
駐車場や交通手段の確保、競技の安全確保

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった
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報告者

 ２　協働の内容

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会での検討、文化祭当日の会場の準備、作品等の作成および展示片付け
行政側：文化祭実行委員会開催準備から文化祭の周知、会場事前準備等

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

団体名：第７支会文化祭実行委員会

参加人数：２９団体

(３) 協働の理由・きっかけ

センターで活動中のサークルの発表の場や、地域住民の作品の展示発表を設ける。

センター利用団体および地域住民の作品展示、演奏、演技等の紹介、小学校総合学習の成果発
表、農産物の販売

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

（款）02総務費　（項）１総務管理費　（目）10市民センター費　（節）08報償費
 （事業）03市民活動事業経費　　42千円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

利用団体の活動支援と地域の結びつき

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

成木地区文化祭

(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１１月１２日、１３日

場所：成木市民センター

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
成木市民センター

 １　事業の内容

市民センター利用団体や地域住民、小中学生の活動状況を作品を展示すること等により市民に
紹介し、地区の連携、コミュニティを図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）
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市民側 行政側

B B

A A

A A

A A

B A

A A

A A

A A

A A

B B

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
土地柄を生かした農業者振興会による農作物の展示即売が人気が高いのでぜひ続けたい。
演奏は参加者が増え今の会場では限界となりつつあるので、会場を体育館に変更するなど改善
が必要。
地域住民の作品集めには、早い時点での働きかけが必要。これらから、より多くの方に参加し
ていただけるよう、今後も努めていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
文化祭の規模拡大への方法として、周知方法や子供の参加方法を考慮すべき

(11) 協働による効果

行政側
行政と市民が一体となり推し進めることで、市民センターが、より身近な存在となる。
より親しみやすい市民センターへ

市民側
利用団体や地域住民の成果の発表、相互理解、地域の親睦、つながりが深まる。

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：地域特性や地域の住民ニーズに対応した市民センター運営と、地域市民活動団体等の
拠点としての活用に向けて、市民センターの運営全般について提言する

行政側：地域発展に向けて、センターの在り方を検討する。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他

センター運営を適正、円滑にすすめる。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体名：第７支会、第七支会体育振興会、第７支会防災対策委員会、地区内教育環境研究会、
社会教育団体のうちスポーツ団体、文化団体、青少年委員、公募委員
参加人数：１０人

(３) 協働の理由・きっかけ

運営協議会設置要綱

平成２３年度市民センター予算執行状況・センターの在り方について ・平成２３年度センター
生涯学習事業の実施状況・センター利用状況・図書館利用状況・ 節電について・平成２４年度
市民センター予算の概要・ 平成２４年度成木市民センター生涯学習事業の実施予定について

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

（款）02総務費　（項）１総務管理費　（目）10市民センター費　（節）08報償費
 （事業）02市民センター運営経費　　100千円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

市民センターの効果的な活用を検討する。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
成木市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

成木市民センター運営協議会

(１) 実施期間および場所

期間：　第１回　平成２３年８月５日
　　　　第２回　平成２４年３月２日
場所：　成木市民センター
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市民側 行政側

A B

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　　　委員の意見を尊重し市民センターの運営をしていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　　　センターの利用がもう少し多くなると良いと思います

(11) 協働による効果

行政側　　センターのあるべき姿について、率直な意見をいただき市民の要望等を得やすく
なった。

市民側       センターの運営状態が良く分かった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：第八支会1名、青梅市体育指導委員1名、青少年対策地区委員会第八支会1名、東青梅
老壮大学1名、社会教育団体のうちスポーツ団体1名、文化団体1名、青梅市青少年委員1名、
NPO法人子ども未来1名、公募委員2名　　　参加人数：10人

(３) 協働の理由・きっかけ

運営協議会設置要綱

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市民センターの効果的な活用方法を検討する

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民センターの効果的な活用と運営全般を協議するため、協議会を年２回開催する

(４) 実施内容

市民側：センター運営のあり方を検討する

行政側：必要な情報を提供する

２．実施段階

（款項目節）02総務費　01総務管理費　10市民センター費　０８報償費　　　８5千円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課東青梅市民セン
ター

 １　事業の内容

東青梅市民センターの概要・市民センターの運営について・センター生涯学習事業の実施状
況・平成23年度の予算概要

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

東青梅市民センター運営協議会

(１) 実施期間および場所

期間：第１回東青梅市民センター運営協議会　平成２３年８月１０日、第２回　平成２４年２
月２２日
場所：東青梅市民センター
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市民側 行政側

3 3

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

市民側
　
　　市民センターをよりよくするための意見交換の場として、これからもより一層活用する

(11) 協働による効果

行政側
　率直な意見を直接聞けるため、センター運営に直接反映できる。

市民側
　行政に対し、要望等を提供しやすくなった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

　　現状、情報提供を積極的に行い、意見集約のひとつとし、市民センターをさらによくする
ことを課題としたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課東青梅市民セン
ター

 １　事業の内容

東青梅市民センター利用団体および個人等の作品等の展示、演奏、実演。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

東青梅市民センターコミュニティ文化祭

(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１０月８日、９日

場所：東青梅市民センター体育館および和室

センター利用者などの文化活動の成果を発表する機会を設け、広く地域市民が見学、参加等を
通して、地域の文化活動の発展や交流をより一層図っていくこと

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民の文化活動の成果を発表し、市民相互の親睦を図る場とする

(４) 実施内容

市民側：実行委員会を設置し、会場配置図等を作成。各団体で会場設営する。

行政側：展示用具等の提供

１．計画段階

（款項目節）02総務費　01総務管理費　10市民センター費　11需用費　　　６千円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

青梅市自治会連合会第八支会1名、利用団体代表者（文科系）１７名

(３) 協働の理由・きっかけ

各種団体の発表の場の提供

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担
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市民側 行政側

B B

A A

A A

A A

B B

A A

B B

B B

A A

C C

協働事業評価シート（裏）

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

行政側

　　展示会場、展示道具の老朽化

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

Ａ はい  Ｂ どちらかといえば「はい」 Ｃ どちらかといえば「いいえ」 　Ｄ いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

市民側
　
　　提供される場のよりよい環境づくり。

(11) 協働による効果

行政側
　利用者の表現したい場作りにお互い意見交換ができ、市民側により満足できる場を提供でき
る

市民側
　自分たちの表現しているコトモノをより効率的な場を作れる。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
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報告者

 ２　協働の内容

市民の文化活動の成果を発表し、市民相互の親睦をはかる場とする。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
新町市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

新町・末広町地区市民文化祭

(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年１１月１２日、１３日
場所：新町市民センター会議室および体育館

　新町市民センターを利用している文化団体の活動状況を広く地域住民に紹介するとともに、
新町市民センターを地域住民の交流の場として活用することを目的に実施する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

新町市民センター運営協議会委員：９名　青梅市自治会連合会第九支会新旧役員：１３名
新町そ菜組合：数名　青梅交通安全協会第１２支部：数名
新町・末広地区民生児童委員：数名  文化団体代表者：１９名

(３) 協働の理由・きっかけ

各種団体の発表の場を提供

新町市民センターを活動拠点とする文化団体および新町末広町地区に居住する市民等によるパ
ネル・机を使った作品の展示および演舞・演奏並びに模擬店の開店等とする。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　支出額　７５，４６０円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会を設置し、会場配置図を作成。各種団体で会場設営する。

行政側：実行委員会の事務、連絡、調整　場所、展示用具等の提供

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
多数の来場者への対応をより充実する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
青梅市民文化祭の期間内のため、市民会館ホールでの発表の日程が当文化祭の日に移動となっ
た。
このため、２４年度は、演技発表日時の変更を要望。

(11) 協働による効果

行政側
事業を通じて、市民と行政との連携による事業のため、事業内容が柔軟に対応できた。
また、利用団体の発表の場として活用できた。

市民側
各種団体が、表現する場所を効果的に設ける事ができた。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称
市民活動推進課河辺市民セ
ンター

 １　事業の内容

市民センター利用団体の活動状況を広く市民に紹介し、活動への参加を促すとともに、地域住
民の作品を展示することにより、一層の河辺地区のコミュニティ醸成を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

利用団体の活動支援と地域コミュニティ醸成

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

河辺市民センター文化祭

(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年１０月２２日（土）、２４日（日）

場所：河辺市民センター

団体名：河辺市民センター文化祭実行委員会

参加人数：32団体

(３) 協働の理由・きっかけ
センターで活動中のサークルの発表の場を設けることから、地域住民の作品の展示へと拡大し
ていった。

センター利用団体および地域住民の作品展示、演奏、演技等の紹介および第１０支会自治会、
食育クラブ等の出店。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

支出額：１９，８０８円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会で意見をいただく。また、文化祭当日の会場の準備、作品等の作成および
展示片付けまで協働でおこなう。
行政側：文化祭実行委員会開催準備から文化祭の周知、会場事前準備等からすべて協働でおこ
なう。

　　１　計画段階　　２　実施段階　　　３　その他
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市民側 行政側

4 4

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
来場者アンケートによると、サークル活動への興味が沢山寄せられた。これらから、
より多くの方に参加し、来場していただけるよう、今後も努めていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
文化祭の規模拡大への方法として、周知方法や子供の参加方法を考慮すべきとの提言がある。

(11) 協働による効果

行政側
行政と市民が一体となり推し進めることで参加団体も増え、市民センターがより身近な存在と
なった。一方、傘下団体が増えるにしたがって、行政側としての関わり方がますます重要に
なってくると考える。

市民側
利用団体や地域住民の成果の発表、相互理解、地域の親睦に効果が見られる。

66



報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：センターの効果的な活用について提言していただく。
行政側：提言をセンター運営に活用する。

団体名：第１０支会２人、高齢者クラブ連合１人、小学校PT4１人、青少年対策地区委員１
人、三団地連絡協議会１人、子育て支援NPO団体１人、体育指導委員１人、公募委員２人
参加人数：１０人

(３) 協働の理由・きっかけ

要綱設置

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

２．実施段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

河辺市民センターの利用状況、住民票等の発行事務、センター文化祭等

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

報賞費　８５，０００円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：平成２3年６月2８日（火）、平成２４年２月２９日（水）

場所：河辺市民センター

(２) 事業の目的

市民センターの効果的な活用方法を検討すること。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

より効果的な活用を目指すこと。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 河辺市民センター運営協議会 市民活動推進課河辺市民セ
ンター

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

市民側
より自由に意見をいただく。

行政側
さまざまな立場から、より多くの意見をいただき、センター運営に生かせるよう、今後も努
めていく。

(11) 協働による効果

市民側
センターの効果的な活用、サービス向上などについて意見交換を行う

行政側
より安全で、地域に愛されるセンターに改善するに有効である。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった
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報告者

 ２　協働の内容

　市民センターの運営を適正・円滑に行い、かつ効果的な活用を図る。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
今井市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

今井市民センター運営協議会

(１) 実施期間および場所

　期間：第１回（平成２３年７月７日）、第２回（平成２４年２月２４日）

　場所：今井市民センター

　市民センターの運営を適正かつ効果的に行うことを協議する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

第１１支会１名、保育園園長１名、小学校ＰＴ4１名、青少年委員１名、青少年対策第１１支
会地区委員会１名、体育指導委員１名、利用団体２名、公募委員２名　　合計１０名

(３) 協働の理由・きっかけ

　青梅市市民センター運営協議会設置要綱による。

　市民センター各施設の利用状況、平成２３年度予算の概要、文化展等について

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　報償費８５千円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：市民センター運営のあり方を協議・検討する。

行政側：必要な情報を提供し、協議・検討内容を市民センター運営に活用する。

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
利用者からの意見・要望に対する行政の適切かつ的確な対応。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
行政のさらなる情報提供により、利用者の率直な意見や要望の聞き取り。

(11) 協働による効果

行政側
市民センターのあり方等について意見や要望を聞くことにより、市民センターの運営に反映さ
せることができた。

市民側
地域住民や利用者からの意見や要望を行政に伝えることができた。
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報告者

 ２　協働の内容

　多くの市民が参加し、地域コミュニティの進展につながった。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
今井市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

市民ウォーキングと歴史探訪

(１) 実施期間および場所

期間：平成２4年１月２２日

場所：今井市民センター管内

　市民の体力増進・健康保持と合わせて、地域の史跡や歴史に触れ、さらに地域の連帯や親睦
を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体名：青梅市自治会連合会第１１支会

参加人数：８５人

(３) 協働の理由・きっかけ

第１１支会を中心に参加者を集い、地域と住民相互の親睦を深める。

　今井市民センター管内約３．５ｋｍを散策をしながら、沿道の史跡や歴史について話を聞
く。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　報償費７千円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：第１１支会各種団体への参加要請と交通整理員の確保、甘酒等の提供

行政側：コースの検討・決定、史跡等説明者との事前調整

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

3 3

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
一部参加者からは健康増進のための市民ウォーキングの要望もあり、今後は距離・コース等の
再検討も必要。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
より多くの参加者の確保、参加者の交通安全の徹底。

(11) 協働による効果

行政側
行政と地域との親睦と協力体制を深めることができた。

市民側
地域内の史跡や歴史を知るとともにき、参加者相互の親睦も図ることができた。
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報告者

 ２　協働の内容

　利用団体の活動発表の場を設け、団体相互の親睦を図るとともに、市民センター利用団体の
資質の向上を図る。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 市民活動推進課
今井市民センター

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

文化展

(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年１１月５日、６日
場所：今井市民センター体育館および和室

　市民センター利用団体の活動成果を地域市民に紹介するとともに、センターを交流の場・ふ
れあいの場とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体名：今井市民センター文化展実行委員会

参加人数：延べ１６０人

(３) 協働の理由・きっかけ

利用団体の活動の活性化を図る。

　利用団体メンバーの作品の展示や発表を行い６５３人の観覧を得た。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　消耗品費１３千円（抹茶購入ほか）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会により会場配置図等を作成し、各団体で会場を設営する。

行政側：展示用具等の提供

１．計画段階
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
出品・発表者へのよりよい環境づくり

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
より多くのセンター利用団体による参加・出品・発表

(11) 協働による効果

行政側
施設利用団体の活動内容を把握し、利用者との交流を図ることができた。

市民側
活動発表の機会を協働で行ったことにより、多くの市民に活動成果をみてもらうことができ
た。
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 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

市民課等窓口における広告掲載封筒の設置

協働事業評価シート（表）

事業名称 　　　　市民課住民記録係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

実施時期：年間
場　　所：市民課、市民税課、資産税課、収納課、健康課、市民センター（出張所含む。）、
中央図書館

証明書等の持ち帰り用封筒について、広告掲載封筒とすることにより経費の削減を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民サービスの向上および経費の削減。90,000枚使用

(４) 実施内容

広告掲載封筒を作成し、証明書等の持ち帰り用として、市民に利用してもらう。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

無

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　㈱郵宣企画

参加人数：

(３) 協働の理由・きっかけ
　青梅市有料広告掲載取扱要綱が実施されたことに伴い、市民課等の窓口に市民用に設置して
ある封筒があるため、青梅市使用料等有料化検討委員会で協議した。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：封筒作成

行政側：窓口設置・配布

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　　経費削減が図れた。

市民側　　PR媒体として効果が有った

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　市のＰＲの掲載内容を検討する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　封筒の種類を増やす。

76



報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

市民斎場・火葬場パンフレット

協働事業評価シート（表）

事業名称 　　　　市民課住民記録係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

実施時期：年間
場　　所：市民課、斎場、火葬場、市民センター、総合受付案内

斎場、火葬場の案内パンフレットを、広告費用を利用し作成費の市負担を無くす。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民サービスの向上および経費の削減。3，０００部使用

(４) 実施内容

個別に発行していた斎場、火葬場の案内を１つに纏め、斎場・火葬場案内パンフレットとして
利用者の方に配布する。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

無

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　㈱ケイ・アイ・プランニング

参加人数：2人

(３) 協働の理由・きっかけ
平成21年度行革外部監査の結果により、斎場・火葬場の委託化の推進を検討する中での施設経
費節減の取組の１つ。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：パンフレット作成

行政側：窓口設置・配布

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　　経費削減が図れた。（印刷費：約190,000円）

市民側　　それぞれ別々のパンフレットを１つに纏めたため、市民の方が見やすいパンフレッ
トになった。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　市のＰＲの掲載内容を検討する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

部数、配布場所を検討する。
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 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

第４６回青梅マラソン大会

協働事業評価シート（表）

事業名称 体育課スポーツ振興係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２４年２月１９日（日）
場所：10キロの部：日本たばこ産業青梅営業所東～日向和田（折り返し）～青梅市役所
　　　30キロの部：日本たばこ産業青梅営業所東～川井（折り返し）～青梅市総合体育館

①参加者の競技力向上と走ることを楽しむ場の提供
②外国選手を含む参加者間の親睦、交流およびボランティア等も含めた大会関係者間の地域交
流を図る

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加者（定員20,000人）を集め、安全なマラソン大会を運営する。

(４) 実施内容

ロードレース　①１０キロの部
　　　　　　　②３０キロの部
　　　　　　　③ジュニアの部

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

弁当：1,306,800円　ボランティア用帽子：632,100円
（青梅マラソン財団の予算、市の支出はなし）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市体育協会、青梅市体育指導員協議会、自治会、ボーイスカウト、交通安全協会
など
参加人数：2,178人

(３) 協働の理由・きっかけ
参加者、沿道の人出が非常に多い大会であり、よりスムーズな大会運営を行うために、広範囲
の人々の協力を求めた。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：観衆を整理するコース整理員や給水係、レース後のコース清掃など

行政側：大会の企画、競技運営など

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

主催団体だけでは人手が足りない部分を、協力団体にカバーしていただきスムーズな運営がで
きた。
また、参加者にもより良い印象を与えることができた。

市民側

コース整理、給水、コース清掃等を受け持ち、市民マラソンの草分けである「青梅マラソン大
会」のイメージアップに貢献できた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

① 協力団体とより細かい打ち合わせを行う必要がある。
② 市全体でこの大会を盛り上げるために、より多くの市民の参加を求める必要がある。
③ より安全な大会運営を行うために、医療機関・大学等とも連携を取り救護体制を整える。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

大会の詳細について理解が必要（ランナー・観客への案内等）なため、詳細な打合せが必要。
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報告者

 ２　協働の内容

平成２２年度のおうめ環境市民会議から協働提案を受け、公園緑地課とともに協議開始

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業原案、実踏調査、当日のサポート、講師の選任・依頼等

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、会場、事業予算の確保等

１．計画段階

講師報償費　１６，０００円（支出額）

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：おうめ環境市民会議

参加人数：延べ25人

(３) 協働の理由・きっかけ

市民の森として位置づけられた「青梅の森」の周知と、ボランティアの育成

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民の森として位置づけられた「青梅の森」の周知と、ボランティアの育成

(４) 実施内容

まずは周知を図るべく、エリア内の主なポイントを歩いた上、現状と今後の課題等を説明し、
質疑応答を行った。また、里山今昔、生物多様性を主題にしたフィールド講座も開催した。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

「青梅の森」
市民ボランティア講座

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年５月２９日、６月１１日、１０月１日、２２日、１２月４日、平成２４年２
月２６日、３月１８日の計７回　※５月、６月の２回は荒天のため中止
場所：永山北部丘陵「青梅の森」
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

(４) 協働相手は適切だった

行政側：参加者の平均年齢がやや高い。全年齢層への拡大が課題である。今後、ボランティア
の登録制度＝（仮称）「青梅の森」市民ボランティア運営協議会の発足に向けた条件整備と、
これにともなう体制づくり、個人情報の管理などが課題としてあげられる。また、軽易とはい
え、山での作業が伴うため、安全管理には十分配慮しているが、今後も内容の拡充にともな
い、この点にもより一層の注意が必要である。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：できるだけ多くの方に参加してもらうために、広報、ＰＲの方法を工夫すること、特
に若い人にも参加してもらうためための企画の工夫を検討する必要がある。また、作業体験だ
けでなく、学習・講演会、炭焼き体験、パン・ピザづくり等を組み合わせていくことも考えら
れる。そのために行政も含めて、森の手入れ研修・森の楽しみ方研修（見学や講習等）なども
必要に応じて行えると視野が広がるのではないか。さらに「青梅の森」運営協議会結成に向け
た準備会への参加をどのように行っていくか、協議していく必要がある。

(11) 協働による効果

行政側：専門的技能を求められる森林ボランティアとの住み分けを前提に、広く市民全体を対
象とした市民目線の事業コンセプトは今後の展開に期待が持てる。
市民の森とうたった青梅の森を単に利用するのではなく、市民自身が守り育てるといった意識
の向上に結び付いた事業として定着させたい。

市民側：貴重な自然環境を有する「青梅の森」を市と市民が協働して未來に引き継いでいくた
めに、森が持つ自然の力、仕組みを楽しく学びながら一緒に守り育てていく市民の意欲をひき
だすことができた。さらに、「青梅の森」の森林保全に向けて作業体験等を行っていくための
協力者を募り、市民ボランティア講座のための事前作業を行うことができ,ボランティア団体を
つくるための足がかりができつつある。また、参加者へのアンケート調査も講座の振り返りや
参加者層を把握する上で参考になった。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業原案、実踏調査、当日のサポート、講師の選任・依頼等

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、会場、事業予算の確保等

１．計画段階

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：おうめ環境市民会議

参加人数：延べ１６人

(３) 協働の理由・きっかけ

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

期間：平成２３年９月２５日、１１月１３日、平成２４年３月２０日の計３回

場所：９月霞川流域、１１月御岳山、３月成木川流域

市内の各所を散策しながら、植物・生物・地質・歴史・文化等に関した説明を受けるととも
に、水質調査を行って、青梅の環境を知ってもらい、自然環境保全に関心を持つ市民を増やす
こと

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市内の各所を散策しながら、植物・生物・地質・歴史・文化等に関した説明を受けるととも
に、水質調査を行って、青梅の環境を知ってもらい、自然環境保全に関心を持つ市民を増やす
こと

消耗品費、講師報償費　３２，０６４円（支出額）

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容

平成２２年度に、おうめ環境市民会議からの協働提案を受け協議開始

午前中は現場を歩きながら講師の説明を聞き、水質調査等を行う。午後はグループごとに調査
結果をまとめ、他の参加者と相互に説明を行って知識を深める。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

自然環境観察講座

(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：回を重ねるごとに参加者も増えつつあり、市民の環境に対する意識の高さがうかがえ
る。フィールドの選定も含め、より魅力的な事業として定着するよう、団体側との事前協議を
より一層充実させる。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：応募者を小学生４年生以上としたが、小学生は１人も参加者がなく、すべて一般成人
であった。この事業の目的と内容の質的レベルから、小学生の募集をうたうこと自体無理があ
る。今後は募集対象者を一般成人とした方が混乱が生じないと思われる。

(11) 協働による効果

行政側：青梅市のもつ豊かな自然と歴史、文化に加え、水質環境についても実際に自分で採水
し、検査するといった多面的な内容の講座を、実際の現場で実施する事業コンセブトは、市民
協働として相応しいものである。

市民側：１、事業の広報と参加者の募集等が広域に効果的に行えた。２、参加申込みの受付、
実施日の人員数の確認と安全性への配慮が正確に行えた。３、事業予算の確保、実施会場の代
行予約、講師の選任・依頼等に安心できた。４、事業日当日は常に市職員が出席し、参加者の
存非と安全性の確認が確実にサポートできていた。

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年７月３１日（日）
　
場所：今寺天皇塚水田（今寺～木野下）の中の霞川にかかる天本橋付近の霞川及び管理用道路

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

いかだで遊ぼうin霞川

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：霞川くらしの楽校
参加人数：霞川くらしの楽校会員、いかだ作りと操作指導講師ほかボランティア、来賓含め36
名

(３) 協働の理由・きっかけ

手製のいかだで川を上ったり下ったり、子どもたち自身でいかだを操る川遊び。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

８８，０００円（委託契約額）

(１) 協働の形態

市民側：事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的
で、平成２０年に「水辺の連絡会」を設立、これを契機に協働をスタートさせた。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担
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市民側 行政側

3 3

3 4

3 4

4 4

3 4

4 4

2 3

2 3

4 4

2 2

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

行政側:：事業実施に際し、市民団体のもつ様々なノウハウ、プログラムは豊富かつ充実したも
のであり、過去も含め市民協働に相応しい事業となっている。
実施団体である霞川くらしの楽校は、霞川とその周辺の自然や文化、歴史等を題材に、地元に
密着した様々な事業を展開中であり、地域の認知度も高い。。
今後も市民の視点に立ちつつ、市民団体ならではの斬新かつ有益な事業提案に期待している。

市民側 : ふだん水辺には近寄れない霞川に入るイベントとして、直前の手作り旗の掲示により
地域を散歩する市民の間では親しみをもって受け入れられるようになった。遊ぶことのできる
自然の水辺がすぐそばにあるが、子育て世代に理解してもらうにはまだまだ市との協働開催の
形態は重要。ライフジャケットの準備、水洗い、返却などの負担が大きく軽減され、大変あり
がたい。講師の先生にも、軽量いかだを考案していただくことができ、次年度への展開に期待
が。実施段階ではスローロープの使い方講習も兼ねることができた（その後市で購入）。計画
段階からの細かな打ち合わせの必要性は感じたが、メール等で負担なくやり取りをすることが
できた。参加申し込みが、前年度ほど伸びず、急遽地域の盆踊りに出向いてポスター掲示させ
てもらったり、ちらしをもって参加を呼びかけたりした。天候不順で東原プールでの呼びかけ
は出来ず。開催日、天候及び天候による延期で参加者は減。開催の判断も遅れや連絡の不徹底
でご迷惑もかけたが、中でも「霞川子どもの水辺協議会」のメンバーである校長先生、支会長
には２回も足を運んでいただき、雨の中ボランティアでお手伝いいただき、霞川くらしの楽校
の独自事業へのご理解も深めていただけた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
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行政側：市民側でも言及しいてるフルタイムの受付については、電子申請、メール、ＦＡＸ等
も含めて検討したい。問題があるとすれば、定員を超える申請があった時、いかにして申込順
を判定するかといった点にある。メール、ＦＡＸは特に問題はない。申請もログから時間判定
はできるので、それぞれを付け合わせて優先順位を付ければ対応は可能である。
ただ、本来、電子申請は定数なしか、最初から抽選前提の事業に向いていると思われるものな
ので、今後の検討課題としたい。

市民側：子どもの水辺事業への理解を広げるという意味で、広報だけにたよらず地域にアピー
ルするよい機会ととらえ、とりわけ子育て世代への広報の仕方については、今年度の反省を踏
まえて検討していきたい。協議会のメンバーにもアイディアを提供していただくこともしてみ
たい。また、申し込み方法について休日や時間外（市役所の）でも可能で気軽に申し込める
FAXなどの手段も合わせて検討したい。PRに昔の川ガキのコメントを添えてみたらどうか、ス
ペースの関係もあり検討いただきたい。パドルの貸し借りのために、沢井市民センターまで何
度も往復した。当日の役割分担についての打ち合わせは必要と感じた。最後に、事業をやりっ
ぱなしにするよりはるかに、それぞれが協働の評価シートはそ記入することに意味はあると思
う。お互いに書き込んだものをつき合わせて、次年度の計画に活かせるタイミングでのシート
記入が必要では？またつけた点数以上に、誤解や思いの違いがないかその根拠を大切にしたい
ところだ。
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報告者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：ＮＰＯ法人奥多摩川友愛会会員

参加人数：２５名

(３) 協働の理由・きっかけ
総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業の一環とし
て、平成１８年度から協働事業としてスタートした。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

市民側：事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階

８８，０００円（委託契約額）

(１) 協働の形態

2.事業共催

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容

稚鮎の放流とヤマメのつかみどり、ガサガサ水辺の移動水族館館長、山崎充哲氏らの講義を通
じ、河川環境保護の重要性も説明した。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

がんばれ！あゆっ子2011

(１) 実施期間および場所

期間：平成2３年５月８日（日）
　
場所：釜の淵公園鮎美橋上流の河川敷および釜の淵市民館
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 4

市民側：今後の課題として、さらに内容を充実させて参加者と会員がふれあうことの出来る項
目を増やし、さらに親しみの持てる事業にしていきたい。改善事項としては、放流鮎を出来る
だけ早く江戸前鮎にするべく努力したい。

(11) 協働による効果

行政側：市民にとって身近な多摩川における現状と、天然アユの遡上に関する課題といった、
普段耳にすることのない問題を、子どもたちに説明し、考えるきっかけを作る意義は大きい。
また、会の持つマンパワーと豊富な人材は、当日の運営に安定感を与えている。

市民側：行政との協働により、単独事業を行なうより参加者からの信頼度が高まり、此方から
伝えたい事などが素直に伝わり、事業を行なう効果も倍増のものになった。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：特に運営について指摘することはないが、釜の淵新緑祭と同時開催であるため、参加
者以外の来場者も多い。今後も引き続き視野を広くもって、安全管理に留意することを希望す
る。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

平成１６年に、都下の市町村会の共同事業としてスタートしたマナーアップキャンペーンに参
加を要請し、当初から協働体制を構築している。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業の内容検討と当日の活動。

行政側：啓発物品の提供と当日の活動。

２．実施段階

0円（ティッシュ等の啓発物品は在庫を利用）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：たばこ税増収対策協議会、日本たばこ産業㈱、その他たばこ販売業関係者

参加人数：２０人

(３) 協働の理由・きっかけ

喫煙者の喫煙マナー向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

喫煙者の喫煙マナー向上

(４) 実施内容

喫煙者に対するマナー向上の呼びかけ、啓発物品（ティッシュ等）の配布、場内の清掃

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

喫煙マナーアップキャンペーン

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年１１月5日～6日
　
場所：永山グラウンド産業観光祭会場
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市民側 行政側

4

4

4

4

4

4

3

4

4

3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：特になし

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：喫煙者に対して、行政単独ではなく、たぱこを販売する側と協働でマナー向上を訴え
ることの効果は大きい。

市民側：※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

平成２２年１月に、「青梅市ポイ捨ておよび飼い犬のふんの放置の防止ならびに路上喫煙の制
限に関する条例」が制定されたことにより、全市的な取り組みが必要とされたことから。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：巡回、啓発活動

行政側：啓発物品の提供と広報活動

１．計画段階

環境巡視活動交付金　543,220円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市自治会連合会

参加人数：

(３) 協働の理由・きっかけ

条例周知による喫煙者の喫煙マナー向上と環境美化の推進

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

条例周知による喫煙者の喫煙マナー向上と環境美化の推進

(４) 実施内容

地域住民、滞在者に対する条例周知のため、ベスト・腕章等を着用しての巡回パトロールの実
施
飼い犬のふんの放置防止呼びかけ看板の設置等

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

環境巡視活動（ポイ捨て等防
止条例啓発パトロール）

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年4月～平成２4年３月
　
場所：全市
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市民側 行政側

3

4

3

4

3

4

4

3

4

2

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：特になし

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：地元の自治会による巡回活動は、行政のみでの活動を超える啓発効果がある。

市民側：※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

子どもカヤック体験教室

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年７月３０日（土）

場所：釜の淵プール下川原、釜の淵市民館(青梅市大柳町１３９２)

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

カヌー（カヤック）操作の入門コースと安全指導

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

２００，０００円（委託契約額）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：美しい多摩川フォーラム、青梅市カヌー協会

参加人数：４0人

(３) 協働の理由・きっかけ
総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的
で、平成２０年に「水辺の連絡会」を設立、これを契機に協働事業としてスタートした。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業のプランニング、カヌー協会との調整および当日スタッフとして運営に当たる。

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階

94



市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

(３) 協働の役割分担は適切だった

協働事業評価シート（裏）

市民側：青梅市共催の看板効果は、市民に安心感を与え、青梅市広報に募集記事を掲載する
と、短期間で定員オーバーとなった。また、釜の淵市民館の利用（座学および休憩所）など、
募集および施設利用の両面において、協働効果は絶大であった。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

(４) 協働相手は適切だった

行政側：協働事業となる以前、美しい多摩川フォーラム単独で、白丸ダムで実施していた経緯
がある。初心者にとっての習熟環境としては、流れのある現在の釜の淵川原より優位にある。
カヌーのメッカたる青梅市のアピールに結び付ける流域間交流事業として、奥多摩町や中下流
の流域住民、あるいは地域間協定を結ぶ杉並区民の参加も受け入れられるような事業形態の検
討なども行っていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：午前中の座学では、スクリーンを使用して、安全学習を行っているが、実際、川の中
央は流れが速く、特に増水時には、流されるリスクが高まるので、青梅市カヌー協会の充分な
スタッフ（指導員）を配置し、安全確保については、引き続き最大限行っていきたい。

(11) 協働による効果

行政側：青梅市では複数の団体と、上流の御岳渓谷から下流の河辺川原までの間で様々な親水
事業を展開しているが、中でもカヤックという専門の用具と指導者を要する当該事業は異彩を
放っている。青梅市は都内におけるカヌーのメッカと言われながら、一般の市民が普段、中々
ふれることのない内容だけに、親水事業全体に多様性を付加している点は大きい。
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報告者

 ２　協働の内容

総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的
で、平成２０年に「水辺の連絡会」を設立、これを契機に協働をスタートさせた。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階

２９０，０００円（委託契約額）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅・多摩川水辺のフォーラム、河辺小ＰＴＡ（河辺小教諭）

参加人数：フォーラム会員12人、教職員9人、PTA＆サポーター10人、京浜事務所1人

(３) 協働の理由・きっかけ

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

ヤマメ・鱒をつかみ取りして自分で調理、ライフベストを着用しての安全指導の他、水の中に
棲む色々な生物を捕まえて観察するガサガサ体験など

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

多摩川まるごと遊び塾

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年７月２日（土）
　
場所：河辺市民球技場前の川原と管理棟前広場
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市民側 行政側

3 3

3 4

4 4

4 4

3 3

4 3

3 3

4 4

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：事業の認知度が高まるにつれ、参加希望者も増大の一途にあることは評価されるべき
点だが、安全管理面からみれば手放しに喜んでばかりもいられない。学校やＰＴＡ関係者の
バックアップも得られているが、直接の協働者たる市民団体の地力の底上げにも期待したい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：講師にまるなげではなく、会員が少しずつ出来るようにする事が重要である。事故の
ないように安全な取組、組織を構築することが一番重要である。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：川が流域住民にとって単なる自然の一部ではなく、様々な役割や問題点を抱えている
こと、生命までも含めたプログラムは、自然環境に加え総合学習的な視点も併せ持つものとし
て評価できる。子どもたちとともに、保護者も対象として全体を運営している点も同様であ
る。

市民側：助成金を提供して頂き、プロの講師を雇うことが出来た。参加者を募集するのに青梅
市と協働する事により、信頼という保証が出来た。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業のプランニング、NPO 法人日本エコクラブ等との調整および当日スタッフとし
て運営に当たる。
行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階

炭焼きや水辺の安全教室を通じ、自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体名：美しい多摩川フォーラム、NPO 法人日本エコクラブ、ガサガサ水辺の移動水族館

参加人数：31人

(３) 協働の理由・きっかけ
総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業拡充の目的
で、平成２０年に「水辺の連絡会」を設立、当該事業は平成２３年度から開始した。

炭焼き座学⇒竹割り⇒竹の窯詰め⇒やまめ・ニジマスつかみどり体験・魚の解剖学習⇒昼食⇒
着火・中止め～燃焼動向確認⇒水辺の安全教室⇒ライフジャケット浮力体験⇒川遊び体験

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

９１，０００円（委託契約額）

(１) 協働の形態

2.事業共催

炭焼きや水辺の安全教室を通じ、自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容

(２) 事業の目的

炭焼き体験と水辺の交流会 

(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年８月２２日（月）

場所：奥多摩フィッシングセンター横、美しい多摩川フォーラム「御岳の森」
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市民側 行政側

4 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：昼食も主催者サイドで用意するなど至れり尽くせりだが、地域の食材を用いるこの方
向性を煮詰めていくとともに、参加者自身の手による形など、多面的な可能性の検討も期待し
たい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：昼食は、地産地消のお弁当、お茶を提供しているが、発生するゴミの分量も多く、今
後は、参加者が各々持ち帰るなどの対応を検討したい。

(11) 協働による効果

行政側：平成２３年度から協働としてスタートした事業だが、それ以前から団体独自で実施
し、熟度を高めてきただけに、内容、運営体制ともに安定感がある。同団体が所有管理する炭
焼き釜を利用した炭焼き体験と、周辺の自然豊かな川での自然体験をミックスした内容は、環
境学習としての密度も高い。

市民側：青梅市共催の看板効果は、市民に安心感を与え、青梅市広報に募集記事を掲載する
と、短期間で定員オーバーとなった。また、ライフジャケットを 貸し出していただくなど、協
働による効果は絶大であった。

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

みどりのカーテンコンテスト

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年５月１５日～10月２９日（募集の事前告知から表彰式まで）
　
場所：青梅ガス株式会社本社（表彰式会場）

地球温暖化防止に向けた環境および緑の保全意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境および緑の保全意識の向上

(４) 実施内容

市内の一般家庭を対象に、みどりのカーテンコンテストを実施、優秀者を賞するとともに、成
果を啓発目的に広報・ホームページ等でフィードバック活用
詳細は右のアドレス参照　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/green.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

7,550円（青梅市長賞副賞代）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅ガス株式会社、西東京農業共同組合

参加人数：10人（表彰式出席者、審査員、表彰式会場関係者等）

(３) 協働の理由・きっかけ
青梅ガス㈱から環境・地域貢献協力の申し出を受け、行政側からみどりのカーテンコンテスト
事業を提案、合意した。その後、青梅ガス㈱を介して西東京農業共同組合が加わった。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：副賞代、消耗品、表彰式会場等の提供および審査協力

行政側：周知活動（広報・ホームページ）および受付等の事務、表彰式会場運営協力

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

3 3

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：平成21年度から実施しているみどりのカーテンモニター事業の新規展開を検討中での
申し出であり、非常にタイミングがよかった。また、事業予算がない状態であったため、副賞
代、消耗品、会場等の負担軽減が受けられたこと、専門家による審査協力が得られたことに加
え、青梅ガス㈱感謝祭会場を利用したオープンな表彰式は、市民への周知力アップにもつなが
り、応募者以外の市民の声を直接聞けたことも、今後の事業の拡充に向けプラスであった。

市民側：節電（省エネ）を訴える事業を展開していたので、協賛して行うことで市民への意識
を高める事ができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：事業主催者である行政、協働者ならびに市民いずれからも好評をもって迎えられた事
業と認識している。初年度は準備が完全でなかったことから一般家庭のみを対象としたが、今
後は企業・団体・教育機関等も対象にするなど、さらに充実した内容になるよう検討・調整し
たい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：市民へのＰＲとして継続が必要であり、互いの広報誌等での告知により広くＰＲ可能
と思われる。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

家庭の省エネ診断員派遣事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年５月１５日、７月１日、１２月１日（希望者募集記事広報掲載号）
　
場所：省エネ診断を希望する市民の自宅

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容

都が推進し、青梅ガス㈱が協力する家庭における省エネ行動促進事業「省エネ診断員派遣制
度」の普及に向けた周知と実践
参考：事業概要　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/coolnet_tokyo.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

０円（第３回から参加者へ提供しているエコグッズは前年以前に購入した在庫を利用）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅ガス株式会社

参加人数：15人（クールネット東京が認定する青梅ガス株式会社在籍の診断員）

(３) 協働の理由・きっかけ
東日本大震災の影響による節電を推進するにあたり、青梅ガス㈱が都から委嘱を受けて実施し
ている当該事業の普及を図るため、行政側から周知協力を提案、合意した。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（都と青梅ガス㈱で実施中の事業に対い市が周知協力を申出）

(５) 役割分担

市民側：診断員の派遣

行政側：周知活動（広報・ホームページ）および受付

３．その他
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

3 3

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：東日本大震災の影響による節電行動の普及啓発に関し、実効性の高い既存事業の普及
促進に関われた意味は大きい。

市民側：過去、当社だけの周知では思うように申込が無かったが、協働で行うことにより市民
からの注目度も高く、一定の効果を上げることができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：温暖化防止に向けて個人ができる家庭内の行動を促すきっかけ作りとして、非常に効
果的な事業である。しかしながら市民の認知・周知度が低いため、利用率もまた低い。市が協
働を申し出たのもこれが理由である。広報の募集記事も青梅ガス㈱の担当者と話し合い、親し
みのある内容にするなど工夫しているが、それでも劇的な効果があったとは言い難い。実際の
利用者からは好評をいただいているので、今後も引き続き利用率のアップに向けた検討を行っ
ていく。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：省エネ診断を利用される方は省エネに対する意識が高く、省エネハンドブックやメ
ディアで取り上げられている省エネ方法はすでに実施済みであるため、診断員のレベルアップ
が必要である。　　　　　また、省エネ意識が低い方がこの制度を利用したくなるような取組
を実施する必要がある。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

ウォームビズ運動

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年１２月１日～平成２３年３月３１日
　
場所：青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容

環境連絡会（後述）を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの暖房温度抑
制を通じた省エネに取り組んでもらった。
詳細は右のアドレス参照　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/warmbiz.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

0円（卓上のぼり旗等の啓発物品は在庫を利用）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市自治会連合会他、環境連絡会登録団体、その他の賛同団体・企業（前述のホー
ムページ参照）
参加人数：

(３) 協働の理由・きっかけ
環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と
環境連絡会を発足、手軽にできる身近な取り組みとして「ウォームビズ」に取り組んだ。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：ウォームビズの実践

行政側：企画と啓発物品（卓上のぼり旗）の配布、広報等のメディア展開、事業予算の確保。

２．実施段階
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市民側 行政側

3

4

3

4

3

4

3

3

4

3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要であ
る。
そういった点では、ウォームビズ運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひと
り環境意識向上に役立っている。

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
環境連絡会との連携の他は、広報とホームページ等を通じたワンウェイの情報発信のため、周
知力のアップとともに、活動成果そのものを啓発に用いるフィードバック手法に工夫が必要と
認識している。
今後も啓発物品（卓上のぼり旗）の提供と、それを用いた周知力の強化、活動内容のフィード
バック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

エコドライブ運動

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年１２月１日～平成２３年３月３１日
　
場所：青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容

環境連絡会（後述）を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、保有車両のエコドライブ
を通じた省エネに取り組んでもらった。
詳細は右のアドレス参照　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/eco_drive.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

0円（車両貼付啓発用ステッカーは在庫を利用）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数
団体名：青梅市自治会連合会他、環境連絡会登録団体および趣旨賛同団体（前述のホームペー
ジ参照）

参加人数：
(３) 協働の理由・きっかけ
環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と
環境連絡会を発足、手軽にできる身近な取り組みとして「エコドライブ」に取り組んだ。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：エコドライブ運動の実践

行政側：企画と啓発物品（ステッカー）の配布、広報等のメディア展開、事業予算の確保。

２．実施段階
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市民側 行政側

3

4

3

4

3

4

3

3

4

3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要であ
る。
そういった点では、エコドライブ運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひと
り環境意識向上に役立っている。

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
環境連絡会との連携の他は、広報とホームページ等を通じたワンウェイの情報発信のため、周
知力のアップとともに、活動成果そのものを啓発に用いるフィードバック手法に工夫が必要と
認識している。
今後も啓発物品（ステッカー）の提供と、それを用いた周知力の強化、活動内容のフィード
バック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略
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報告者

 ２　協働の内容

環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と
環境連絡会を発足、手軽にできる身近な取り組みとして「ライトダウン」に取り組んだ。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：ライトダウンの実践

行政側：企画と周知活動（ポスター掲出、広報等のメディア展開）

２．実施段階

39,900円（事業周知・啓発用ポスター印刷費）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市自治会連合会他、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業（前述のホー
ムページ参照）
参加人数：

(３) 協働の理由・きっかけ

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容

環境連絡会（後述）を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの暖房温度抑
制を通じた省エネに取り組んでもらった。
参考：平成２3年度の取組　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/cool.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

クールアース・デー
(ライトダウンキャンペーン)

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年７月７日

場所：青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業
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市民側 行政側

3

4

3

4

3

4

3

3

4

3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
環境連絡会との連携の他は、広報とホームページ等を通じたワンウェイの情報発信のため、周
知力のアップとともに、活動成果そのものを啓発に用いるフィードバック手法に工夫が必要と
認識している。
今後はポスター、関係団体のホームページ活用等による周知力の強化、活動内容のフィード
バック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要であ
る。
そういった点では、ライトダウン運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひと
り環境意識向上に役立っている。

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡充を目的に、平成２１年に市内の各種団体、事業
者が一同に会する環境連絡会を発足、手軽にできる身近な取り組みとして「打ち水」に取り組
んだ。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：打ち水の実践
行政側：企画と周知活動（ポスター掲出、広報等のメディア展開）

２．実施段階

4,200円（事業周知・啓発用ポスター印刷費）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市自治会連合会他、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業（前述のホー
ムページ参照）

(３) 協働の理由・きっかけ

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容

環境連絡会（後述）を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの暖房温度抑
制を通じた省エネに取り組んでもらった。
参考：平成２３年度の取組　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/utimizu.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

みんなで打ち水！

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成2３年８月８日～平成２３年８月１４日　※８月１０日市内一斉打ち水

場所：青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業
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市民側 行政側

3

4

3

4

3

4

3

3

4

3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
環境連絡会との連携の他は、広報とホームページ等を通じたワンウェイの情報発信のため、周
知力のアップとともに、活動成果そのものを啓発に用いるフィードバック手法に工夫が必要と
認識している。
今後はポスター、関係団体のホームページ活用等による周知力の強化、活動内容のフィード
バック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要であ
る。
そういった点では、打ち水運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひとり環境
意識向上に役立っている。

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

クールビズ運動

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成2４年６月１日～平成２４年９月３０日
　
場所：青梅市の事務事業施設、環境連絡会加盟団体、その他の賛同団体・企業

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

地球温暖化防止に向けた環境意識の向上

(４) 実施内容

環境連絡会（後述）を筆頭に市内の各種団体、事業者に協力を要請、事務所などの冷房温度抑
制を通じた省エネに取り組んでもらった。
詳細は右のアドレス参照　　http://www.city.ome.tokyo.jp/kankyo/coolbiz.html

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

0円（卓上のぼり旗等の啓発物品は在庫を利用）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市自治会連合会他、環境連絡会登録団体、その他の賛同団体・企業（前述のホー
ムページ参照）

(３) 協働の理由・きっかけ
環境問題に関する広範な取り組みの連携と拡大を目的に、平成２１年に各種団体、事業者等と
環境連絡会を発足、手軽にできる身近な取り組みとして「クールビズ」に取り組んだ。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：クールビズの実践
行政側：企画と啓発物品（卓上のぼり旗）の配布、広報等のメディア展開、事業予算の確保。

２．実施段階
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市民側 行政側

3

4

3

4

3

4

3

3

4

3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
環境問題の省エネに関しては、事業者、家庭などの民生部門全体を巻き込んだ活動が重要であ
る。
そういった点では、クールビズ運動は、市全体を対象とした取り組みであり、市民１人ひとり
環境意識向上に役立っている。

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
環境連絡会との連携の他は、広報とホームページ等を通じたワンウェイの情報発信のため、周
知力のアップとともに、活動成果そのものを啓発に用いるフィードバック手法に工夫が必要と
認識している。
今後も啓発物品（卓上のぼり旗）の提供と、それを用いた周知力の強化、活動内容のフィード
バック等、改善を行って事業の浸透に努めたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
※協働関係者が多岐にわたり、集約調整が困難なため市民側の評価等については省略
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

ガサガサ水辺の探検隊

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年9月３日（土）※台風による増水のため、翌４日（日）順延も不可となり中止

場所：河辺市民球技場前の川原と管理棟前広場

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

河辺の川原で自然体験および水生生物観察、安全教室、広場でタッチングプールで生き物と触
れ合う

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

２４４，４７５円（中止により執行せず）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅・多摩川水辺のフォーラム、河辺小ＰＴＡ、河辺小教諭他
参加人数：※台風による増水のため、翌４日（日）順延も不可となり中止のため記録なし

(３) 協働の理由・きっかけ
おうめ環境市民会議水辺チームから協働提案があったことを契機に、平成１９年度から協働を
行っている。「ふるさとの川プログラム」の親水事業の拡大にともない、現在の形に移行。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階
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市民側 行政側

3 3

3 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

1 3

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：上記（8）設定した目標が達成されたの設問に対し、実施できなかったとの理由から
市民側は謙虚に1としているが、当日までの間に行われた準備作業や、関係者との調整、周知
活動、その結果、定員を超える申込人数があったことを勘案すれば、実践活動こそ行われな
かったものの、それなりの経験やノウハウの蓄積といった効果をあげたといえる。

市民側：今回の事業は、台風のため中止になってしまった。万全の体制で準備をしておりまし
たが、残念でした。参加者が大変多いため市と青梅・多摩川水辺のフォーラムと協働にする事
により、安全な活動が出来るものと考えられる。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：内容も充実し、認知度も高いため、回を重ねるごとに参加者も増加の一途にあるが、
これは主催者サイドの安全管理面からみれば難易度が高まっているともいえる状況である。現
在の内容を維持しつつ、より安全な運営体制を構築していくことにも目を向ける必要がある。
また、市民側でも言及しているとおり、屋外のフィールド活動である以上、天候に左右される
ことは自明の理なので、荒天時におる代替プランを検討しておくことも重要である。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：雨天、台風などにより中止せざる得ない場合について、悪天候でも出来る事業を用意
しておくことが必要である。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容

渓流釣りの未経験の参加者に、しかけ作りから一つひとつ順に指導して、釣りを通した自然体
験をしてもらうと同時に、東京都奥多摩さかなセンター主任研究員、加藤憲二氏、ガサガサ水
辺の移動水族館館長、山崎充哲氏の講義を通じ、河川環境保護の重要性も説明した。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

ふるさとの川、多摩川
さかな釣り体験教室

(１) 実施期間および場所

期間：平成2３年１０月２３日（日）
　
場所：奥多摩フィッシングセンター

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

子どもたちに水辺に親しんでもらい、水辺の自然の楽しさ、大切さを感じてもらう。

(４) 実施内容

市民側：事業の基本プランを練る。当日の直接運営を行う。

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、事業予算の確保。

１．計画段階

２００，０００円（委託契約額）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：NPO法人奥多摩川友愛会会員

参加人数：20人

(３) 協働の理由・きっかけ
総合長期計画のチャレンジプログラム「ふるさとの川プログラム」のソフト事業の一環とし
て、平成１８年度から協働事業としてスタートした。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

行政側：参加費の徴収対象者（家族単位、子どものみ、竿を持参する大人等）の範囲設定が難
しい。
無原則に竿の持参を認めると、「教室」とうたった趣旨を逸脱した単なるレクリエーションに
なってしまうことが懸念されるため、使用する竿の数は親子２人で１本を基本としている。
参加費そのものは、行政から支出する委託費で不足する部分を補填するものであり、その金額
も受益者負担の原則に照らして決して適正な楽なので問題はない。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

市民側：今後の課題として、参加者がお互い協力して魚を釣るようにしていきたい。魚を釣っ
て食べる＝人が生きる事、みんなが生きる為には協力が必要、そんなことなどが魚釣りで体感
できればと思う。
改善事項は、出来るだけ多くの種類の魚を釣ることが出来るようにしたい。

(11) 協働による効果

行政側：当該団体との別の協働事業においても同様だが、会の持つマンパワーはこの事業に如
何なく発揮されており、指導者に事欠くことはない。これは安全管理においても参加者へのケ
アも十分ということであり、行政に欠ける点を市民団体がフォローし、実施運営に当たれる点
では理想的な形といえる。

市民側：今回、焼き魚、トン汁など実際に自然の中で食品を安心して食べていただけたのも行
政との協働の効果と思う。何をしても、参加者が安心して参加でき、事業への信頼感を得るこ
とが出来るのが一番の効果と思う。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
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報告者

 ２　協働の内容

平成２０年度におうめ環境市民会議から協働提案を受け協議開始

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：事業原案、会場設営、展示物提供、ワークショップ・当日の運営全般、講師の選任・
依頼等

行政側：事業内容に関する協議と、広報等のメディアによる募集、会場、事業予算の確保等

１．計画段階

消耗品費、講師報償費、印刷製本費、器具等借上料等　合計２９１，６２９円（支出額）

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：おうめ環境市民会議、おうめ環境フェスタ2011実行委員会、ボランティア等

参加人数：合計６７人

(３) 協働の理由・きっかけ

市民感覚を取り入れた、市民目線の環境に関する催事を通じ、市民啓発を行うこと

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

市民感覚を取り入れた、市民目線の環境に関する催事を通じ、市民啓発を行うこと

(４) 実施内容

環境関連団体、企業、事業者、教育関係者等による展示、ワークショップや、小水力発電にか
かわる講演会など

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

おうめ環境フェスタ2011

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年１０月１５日（土）～１６ 日（日）（１５日は準備）

場所：釜の淵市民館
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市民側 行政側

4

4

3

4

3

4

3

4

4

4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：内向きには、参加主体の増加に伴い、実行委員会にはさらなる調整力が求められてい
ること、また、外向きの課題として、限られた施設における会場運営や、事業規模が拡大する
ことで、増加しつつある来場者に対し、案内等の対応にもさらに配慮が必要になっていると感
じられた。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：市内の団体、企業、教育機関等の各主体の環境活動を集め、市民に向けてアピールす
るこの事業は啓発効果が高く、環境について考える場を提供できるといった点からも意義があ
ると考えている。各主体の活動内容の展示に止まらず、ワーキングショップをはじめとする対
話参加型のブースが増加したこと、ややもするとマンネリ化しかねない所を、新たな人材の加
入により、新機軸のアイデアを取り入れたことなど、前年から改善が進んだ部分といえる。

市民側：複数団体のため実施できず

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

環境ニュースの発行

協働事業評価シート（表）

事業名称 　環境政策課　管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２４年３月発行

場所：市内の新聞を取っている世帯および広報おうめを配布している場所

市民感覚を取り入れた、市民目線の環境に関する広報紙を発行し、市民啓発をすること。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

平成２３年度における市の取り組みおよび協働事業（おうめ環境フェスタ）の紹介を通じ、環
境への意識啓発を図る。

(４) 実施内容

おうめ環境フェスタ特集号として、市民会議選出の編集委員を中心に、紙面の構成や内容につ
いて協議を行った。市の事業紹介にも紙面を割いた。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

印刷製本費　２２７，０１０円（支出額）
広報配布委託料　１６９，６２９円（支出額）

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：おうめ環境市民会議

参加人数：２７人

(３) 協働の理由・きっかけ

平成１９年度におうめ環境市民会議から協働提案を受け協議開始

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：記事の作成、イラスト作成、レイアウト原案

行政側：記事の作成、編集、印刷業者との調整、印刷費等の予算確保

１．計画段階
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市民側 行政側

4

3

3

3

3

4

3

3

4

3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：市民団体と協働で編集を行うことで、市民感覚を取り入れた市民目線の発行物を作成
できた。

市民側：調査実施できず

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：昨年度と同様に、今回も環境ニュース形式を採用したが、市の発行物である以上、言
葉の表現等に対する制約はあったものの、市民感覚を取り入れるといったコンセプトに対し
て、一定の成果はあったと考えている。協働者たる市民団体は、環境活動に日々携わる、ある
意味専門家集団であり、その方面の知識も豊富であるが、ややもすると１４万市民の平均的な
水準に合わせた紙面作りといったコンセフトが置き去りになりかねないため、この点を常に考
える必要がある。また、記事の作成、校正といったやりとりに時間がとられ、発行スケジュー
ルの調整負担が大きい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

「青梅市ごみ減量・資源リサイクルハン
ドブック」および「青梅市ごみ収集カレ
ンダー」の音声化事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 清掃リサイクル課
ごみ減量推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成23年７月15日～平成２４年３月31日

場所：特になし

視覚障害者等の一人一人が「ごみは、資源である」という認識を持ち、青梅市における正しい
ごみの分別とリサイクルの方法を周知する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

申込希望者６人あり。

(４) 実施内容

青梅市発行の平成23年4月からの「青梅市ごみ減量・資源リサイクルハンドブック」および平
成23年度版「青梅市ごみ収集カレンダー」音声版（デイジー図書）の作製。視覚障害者への周
知、希望者への配付。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

３，６７５円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：みすず会

参加人数：15人

(３) 協働の理由・きっかけ

みすず会からの提案

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担
市民側：ハンドブックおよびカレンダーを音声により作製し、マスターとして行政に提供す
る。

行政側：広報おうめ、青梅市のウェブサイト等で周知し、マスターをダビングし、希望者に配
付する。

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

3 3

3 3

3 3

3 4

3 4

4 4

4 4

4 4

2 2

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　今まで、視覚障害者向けには点字版は作成していたが、点字はかなり勉強しないと読むこと
ができなく、視覚障害者の１割程度とのこと。それに対し、音声版のＣＤは専用の機器があれ
ば簡単に聞くことができ、より多く視覚障害者にごみの分別等啓発が可能となった。

市民側
　利用者に伺ったところ、今日は何かのごみの日だけどとＣＤを確認して間違えずに時間迄出
すことができ。また、ごみの分別もわかりやすい。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
   利用者の意見も聞いて改善点があれば直して行く。
　さらに多くの方に使用していただけるよう周知、広報する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　1枚のＣＤを作成するにはＰＣ上、録音・編集・校正等の作業があります。この作業をボラ
ンティアで毎年作ることは大変な労力と経費を必要とします。（ＣＤ上のラベル印刷のインク
ジェット代等）
作業料、インクジェット代を市側で負担してほしいです。配付方法のＰＲも広報、窓口等でた
えず呼びかけてほしい。
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報告者

 ２　協働の内容

市民側：講習会・勉強会の進行・会場準備。

行政側：募集の実施。堆肥化機材の購入、準備。

２．実施段階

堆肥化を実践しているグループであったことから、協働事業を開始した。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅・生ごみグルグルネット

参加人数：各6人

(３) 協働の理由・きっかけ

モニターに対して家庭で簡単にできる生ごみ堆肥化方法を実地に指導し、その後勉強会、電話
相談等でフォローしながらごみの減量、資源の再生利用を促進する。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

事業経費　１１４，８４０円（予算額）

(１) 協働の形態

家庭から排出される生ごみをダンボールを利用して堆肥化し、ごみの減量化と資源の再生利用
を図るとともに循環型社会の形成を促進する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

モニター申し込み　計９０人

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

生ごみ堆肥化事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 清掃リサイクル課
ごみ減量推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

講習会：平成２３年５月２８日、１０月２２日（市役所玄関前ロータリー）
勉強会：平成２３年６月２５日、１１月１９日（福祉センター）
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市民側 行政側

4 4

3 3

4 4

4 4

3 3

3 3

4 4

3 3

4 4

3 4

行政側　スタッフへの報酬等の検討。ごみ減量に協力するためにモニターになったが、マン
ション暮らし等で、実際に出来た堆肥を使うところがない場合がある。これらの堆肥の受け入
れ先をどうしていくかという課題がある。放射能の影響か第２回の参加者が減ってしまった。
募集人員の確保および今後の事業のあり方を検討する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　平成18年に始めてから300世帯の参加があった。ごみを減らそうという市民の思い
が地道に広がっている。今後はモニターへのフォロー体制の確保や、学校・自治会などへの出
前講座などを通した広がりに期待したい。また、市はごみ減量の長期計画の中で例えば堆肥化
モデル地区での実践など、展望を示していくことが大事だと思われる。

(11) 協働による効果

行政側　モニター参加者のアンケートから各回７～８割以上の方が続けたいと考えており、生
ごみの堆肥化は順調に進むと思われる。

市民側　市が募集を行うことで応募への安心感がある。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ
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報告者

 ２　協働の内容

ごみの排出抑制と資源化を推進する目的意識が合致したことから参加してもらうことになっ
た。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：マイバッグ持参率の調査
行政側：店舗との調整、準備、マイバッグ持参率の調査

１．計画段階

なし

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：おうめ環境市民会議

参加人数：十数人

(３) 協働の理由・きっかけ

買い物袋持参によるレジ袋削減や過剰包装の辞退、リターナブル商品や再生商品の選択の購入
など環境に配慮したライフスタイルへの転換とごみ排出削減を市民に周知する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

マイバッグ持参率のアップおよびレジ袋削減の意識向上

(４) 実施内容

店舗において、マイバッグ持参率を調査した。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

マイバッグ推進・レジ袋削減キャンペー
ンにともなうマイバッグ持参率調査事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 清掃リサイクル課
ごみ減量推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：６月１７ 日および６月２７日
場所：マルフジ千ヶ瀬店、西友、マミーマート、いなげや、とうきゅう、オザムバリュー野上
店
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市民側 行政側

3

3

4

4

4

4

4

3

4

4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　事業協力店舗の拡充。今後の事業の進め方の検討。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　マイバッグ持参の意識向上。事業協力店舗におけるマイバッグ持参率のアップ。

市民側　（市民側に調査できず）

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

吹上しょうぶ公園
ガイドボランティア事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 商工観光課観光係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：　平成２3年６月１日～３０日

場所：　吹上しょうぶ公園

　吹上しょうぶ公園内において、花しょうぶまつり期間中に市民がガイドボランティア活動を
行うことにより、市民自ずからみどりの大切さを実感し、市民と行政が一体となったよりよい
イベントづくりを目指すとともに、来園者の快適な公園利用を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　吹上花しょうぶまつり期間中述べ１８０名

(４) 実施内容

　青梅市「吹上花しょうぶまつり」期間中の来園者にハショウブや動植物等のガイドを実施し
た。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　消耗品費　８,７９９円　・　飲み物代　３０,０００円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　吹上しょうぶ公園ガイドボランティア
参加人数：２８名　述べ活動人数　１３３人（６/１～６/３０　３０日間）

(３) 協働の理由・きっかけ
平成２２年度まで公園緑地課において所管し、実施していた吹上花しょうぶまつりおよびガイ
ドボランティア事業について、当年度より商工観光課へ移管した。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：得た知識によりガイドを行っている

行政側：ガイドに必要な情報提供（講習会等実施）・まつり期間中の日程調整

２．実施段階
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市民側 行政側

2 3

3 3

3 3

3 3

3 3

3 3

2 2

3 3

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
４ はい  ３ どちらかといえば「はい」 ２ どちらかといえば「いいえ」 　１ いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

　来園者に対するサービスの維持および向上が図れた。

市民側

　ハナショウブをはじめとする吹上しょうぶ公園周辺の植物等への知識が深まったと共に、来
園者に満足いただけるガイドを行うことができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　
　移管初年度であったが、従前からの課題に加え、相互の意識そご等がありスムーズな運営が
できなかった部分がある。互いの目標に関する理解を深める必要がある。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　
　行政側との意思疎通、将来への展望等を明確にして行く必要がある。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

梅の公園ガイドボランティア事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 商工観光課観光係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２４年３月３日～３月３１日まで（４月８日まで実施）

場所：青梅市梅の公園

梅の公園有料期間中にガイドボランティアを実施し、来園者の快適な公園利用を図ることを目
的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

期間中の延べボランティア人員１８０人（３人×２区分（午前・午後）×３０日）

(４) 実施内容

梅の公園の有料期間中にガイドボランティアを実施する。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

講習会実施のための講師報酬　20,000円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：梅の公園ガイドボランティア

参加人数：２９人   述べ活動人数：１７９人（３/３～３/３１　２９日間）

(３) 協働の理由・きっかけ

梅の公園有料期間中の利用者サービス向上

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：梅の公園の有料期間中の都合のつく日にボランティアを行う。

行政側：梅の公園ガイドボランティア育成のための講習会等を実施する。

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

2 2

協働事業評価シート（裏）
４ はい  ３ どちらかといえば「はい」 ２ どちらかといえば「いいえ」 　１ いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

梅の公園利用者のサービス向上が図られた。

市民側

講習会を通じた知識の獲得、また観梅客に対するガイドの中で知見を深めることができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　
　ガイドボランティアの高齢化等による実働人数低下が見られるため、新規募集等について検
討が必要。
　講習会を外部に依存するだけでなく、内部（既存ガイドボランティア）で実施できる体制づ
くりの検討が必要。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

　梅まつり関係者（市・委託業者等・ガイドボランティア）相互がより良い関係性を築いてい
くことによりさらに良い環境作りを図ることができる。
　ガイドボランティアの配置人数について、今まで以上に適正化を図っていく必要がある。
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報告者

 ２　協働の内容

平成１４年から森林整備の新たな担い手としての森林ボランティアの育成を図るため講座を開
催した。指導者として森林施業の知識、技術を持ち、経験豊富なＮＰＯ法人青梅林業研究グ
ループに委託して実施する。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：講座内容の決定、資材の準備、実技指導　等

行政側：講座参加者への連絡、会場の確保、実施内容の調整　等

１．計画段階

￥７５５，０００．－

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：ＮＰＯ法人　青梅林業研究グループ

参加人数：各回１０名程度

(３) 協働の理由・きっかけ

森林ボランティアの育成と組織化を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

年間６回の講座を開催。
参加者３０人（３０人×講座６回＝１８０人）

(４) 実施内容

２年を１期とした講座の２年目の実践編として、下刈り・間伐・枝打ち等を実施した。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

森林ボランティア育成講座

協働事業評価シート（表）

事業名称 農林課　林務係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年５月１４日、７月１４日、９月１０日、１１月１２日、１２月３日、平成２
４年１月１４日、３月１０日　（計７回）
場所：青梅の森　他
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市民側 行政側

4 4

4 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

4 3

4 4

4 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　特に大きな課題はないが、講座参加者が講座を終了した後に、継続して活動してもらうため
の受け皿である市民ボランティア団体『森守会』へ、いかに多くの終了者を加入していただけ
るかが課題である。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　卒業生のグル-プ化として森守会が誕生しているが、会員年齢との関係で活動拡大が課題とし
て残る。りんけんになり替わる組織として成長を期待したいが困難な状況にある。また、公益
性の高い森林を活動の場としての事業、ましてや青梅の森の立地条件を生かした事業展開が期
待され、２３区内の行政、企業にはうってつけの活動拠点であり、諸媒体を通じ情報を発信す
べきであり、ダイナミックな取り組みが期待できる。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　森林ボランティアを育成するための事業の委託先として、市内の森林施業に熟練している指
導者の集団である青梅林業研究グループはふさわしく、協働（委託）による効果は上がってい
る。また、平成２２年度から交流協定を結んでいる杉並区民を受け入れて、杉並区と共同で講
座を開催している。

市民側
　里山を元気にすることが生活環境の改善に結びつくことが体験を通じ実感できる事業であ
る。近隣の市町村に比べ、民有林を管理保全してきた歴史が浅い青梅市として今後の対応が期
待される。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

平成１８年４月介護保険法が改正され、介護予防の推進を図るため

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：会員への周知、会場準備

行政側：ウォーキング教室の実施。ウォーキング前、後の運動機能測定（握力、開眼片足立時
間、１０ｍ歩行速度）

２．実施段階

平成２3年度支出済額  ３71，０44円委託料（その他委託料）

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：高齢者クラブ（３か所）

参加人数：延べ１３5人

(３) 協働の理由・きっかけ

地域の高齢者が自ら健康づくり活動に参加し、その予防効果を検証するための健康づくりモデ
ル事業を実施することにより、自発的な介護予防に資する組織の育成・支援を行うとともに地
域における介護予防事業を普及推進する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

上記（２）事業の目的に同じ

(４) 実施内容

１．ウォーキング等介護予防の効果があると認められる事業の実施
２．事業の実施に伴う予防効果の検証
３．検証結果の広報活動等

(５) 事業経費（団体に対し支出した額または予算額）および支出科目

(２) 事業の目的

高齢者クラブ健康づくりモデル事業事務

協働事業評価シート（表）

事業名称 高齢介護課包括支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年９月から１２月　３か月間

場所：庁内の自治会館および運動広場等

134



市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　　介護予防が必要な前期高齢者についても対象にしたい。
　　　　　事業終了後も高齢者クラブとして体力測定の実施を継続するように働きかけを行い
たい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　　高齢者クラブの加入者があまり増えない。特に前期高齢者が少ない。
                事業終了後も高齢者クラブとして体力測定の実施を継続して行いたい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側　　健康づくりの意識、体力、高齢者クラブの様子など地域の情報が得られ、事業の企
画、実施の参考となる。

市民側　　地域の高齢者が自ら健康づくり活動に参加し、その予防効果を検証される。また、
自発的な介護予防に資する組織が育成され、地域における介護予防事業が普及促進される。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

平成１８年７月厚生労働省老健局長通知により、本事業の推進を図るため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

利用を希望する団体・グループ等は、申込および会場の確保や準備、機材の用意等を行う。

２．実施段階

平成２3年度支出済額  20,890円需用費（消耗品費）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

市民の地域住民、職域、学校、広域の団体・企業等の従事者等

(３) 協働の理由・きっかけ

認知症に関する正しい知識を持ち、地域や職域において認知症の人や家族を支援する認知症サ
ポーターを養成することにより、認知症の人や家族が安心して暮らし続けることができる地域
づくりを推進する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

上記（２）事業の目的に同じ

(４) 実施内容

１．認知症の基礎知識(認知)症とは何か、認知症の症状とは）、早期診断・治療の重要性、権
利擁護等
２．認知症の人への対応、家族への支援、サポーターとしてできること等

(５) 事業経費（団体に対し支出した額または予算額）および支出科目

(２) 事業の目的

認知症サポーター養成研修事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 高齢介護課包括支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年４月から３月

場所：利用を希望する団体・グループ等が確保した会場
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：今後も認知症サポーターが増えるよう呼びかけていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：特になし

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：今後も認知症サポーターが増えるよう呼びかけていきたい。

市民側：認知症の人や家族が安心して暮らし続けることができる地域づくりが推進される。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）

137



報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

介護サービス相談員事務

協働事業評価シート（表）

事業名称 高齢介護課包括支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年４月から３月　原則として毎週水曜日実施

場所：介護保険施設等または居宅

介護保険施設等または居宅を訪問し、介護サービスを利用する者等の話を聞き、相談に応じる
等の活動を行う相談員を派遣することにより、サービスの実態を把握し、利用者と事業者の橋
渡しをしながら、問題の改善や介護サービスの質的向上を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

上記（２）事業の目的に同じ

(４) 実施内容

１．介護保険の利用者および家族等からの相談等に応じるため介護保険施設等および居宅を訪
問すること。
２．サービス提供事業者等への働き掛けをすること等

(５) 事業経費（団体に対し支出した額または予算額）および支出科目

平成２3年度支出済額  １,251,928円報酬（非常勤職員報酬）16,360円旅費（費用弁償）
122,000円負担金、補助および交付金（負担金）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

市民一般公募５人

(３) 協働の理由・きっかけ

平成１２年４月介護保険法が施行され、介護サービス適正実施指導事業の実施を図るため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

介護サービス相談員は、介護保険施設等または居宅を訪問し、介護保険に利用者および家族等
からの相談等に応じる。

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：介護サービス相談員について周知するとともに、居宅等要望があった場合、対応でき
るよう
　　　　にしていきたい。

市民側：介護保険施設等おいては、サービス利用者の不安、不満、疑問等にきめ細かく対応す
ることで、苦情に至る事態を未然に防止するための働きかけをサービス提供事業者へ行うこと
ができる。また、サービス利用者とサービス提供事業者へ橋渡しを行っていくことにより、
サービスの改善が図られ、サービスの質の向上・適正化に貢献することができる。
居宅では、サービス利用者の孤立や不安の解消を図ったり、適切な情報提供を行うことでサー
ビスの適正な利用につなげることができる等

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：介護サービス相談員について、周知していきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：介護相談員の研修は、年１回現任研修がある。それ以外に市職員による、介護保険全
般、介護保険料、関連機関（後期高齢者医療制度、国民健康保険全般、国民健康保険税、生活
保護法等）についても行っていきたい。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

高齢者虐待防止ネットワーク連絡会事務

協働事業評価シート（表）

事業名称 高齢介護課包括支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成１８年８月から年２回開催

場所：青梅市役所会議室、青梅市福祉センター集会室

養護者による高齢者虐待の防止、養護者による高齢者虐待を受けた高齢者の保護および養護者
に対する支援を行うために、本市における関係機関、民間団体等との連携協力体制を整備す
る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

あり。高齢者虐待に関する全体的な構想や対応について協議や相談ができ、今まで課題が実現
化する基盤ができた。

(４) 実施内容

１高齢者虐待に関する情報交換ならびに関係機関の連携および協力の推進に関すること。２高
齢者虐待に関する広報・啓発活動に関すること。３養護者に対する支援に関すること。４高齢
者虐待に関する地域包括支援センターへの支援・助言等に関すること等

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

委員報償金　　23,000円（予算額35,000円）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：社会福祉協議会の代表１人、民生児童委員会合同協議会の代表２人、東京弁護士会の
代表1人、ケアマネジャー連絡会の代表1人、人権擁護委員の代表1人　　参加人数：６人

(３) 協働の理由・きっかけ
平成１８年４月「高齢者虐待防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」が施行され
地域において高齢者虐待ネットワークを構築するため

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：委員は、所属する団体の専門的な見地から地域包括支援センターへ対して、高齢者虐
待に関する適切な支援・助言等を行う。

行政側：体制つくりの構築、個々の事例について適切な対応を図っていくことを支援する。

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
①委員の専門的な見地から意見、助言をしてもらったことで、予防、対応、権利擁護が適切に
行えた。ケア会議の開催時出席②緊急一時保護、やむを得ない措置による入所、市長申立てに
よる成年後見制度をおこなった。

市民側：ネットワークの構築により、早期に介入や対応ができたことで高齢者の生命の保持、
安全を確保できた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側　：虐待の早期発見、虐待通報の徹底化により、早期に関係機関が介入する体制を強化
でき、被虐待者、養護者の支援に早く対応する。
①高齢者虐待マニュアルの作成。②緊急一時保護先の確保。③高齢者虐待に関する市民への啓
蒙活動。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側　：虐待の早期発見、通報の周知。見守りの強化。成年後見制度の周知。
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報告者

 ２　協働の内容

　昭和４５年から実施しているため不明

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：医師等の立場から専門知識を提供する。

行政側：健康に関する情報を提供し普及啓発を図る。

１．計画段階

　有　　医師等報償金　３２３，３００円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

　青梅市三師会　　１５人
　東京都獣医師会多摩西支部　　２人
　薬物乱用防止推進青梅・奥多摩  ４人
　青梅市接骨師会　１１人

(３) 協働の理由・きっかけ

　健康に関する正しい知識や情報の提供など、健康づくりの普及啓発の機会とし、健康につい
ての認識と自覚の高揚を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　家族ぐるみの健康づくりをテーマに健康・歯科・薬・ペットなどの相談、ヘルスチェック、
生活習慣病の予防、栄養、転倒予防教室、応急救護、、親子ふれあいコーナー等と医師会、歯
科医師会、薬剤師会による講演会を実施する。

(４) 実施内容

　市民健康の集いの運営（相談、PR,測定など）

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

第42回市民健康の集い

協働事業評価シート（表）

事業名称 健康課　健康推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年５月２９日（日）

場所：青梅市役所２階会議室等
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　より多くの来場者を確保するために、毎年度、事業内容の見直しを図る。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　来場者の健康状態を把握し、分析していきたい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　医師など専門的知識を有する方と協働することにより、来場者へより多くの情報を提供でき
た。

市民側
　来場者へ専門的な立場から情報提供ができ、さらに、健康意識の高まりを感じることができ
た。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告
者

 ２　協働の内容

(５) 役割分担

市民側：事業の周知・実施事業全般

行政側：会場確保（市民センター）、他事業内での本事業紹介・チラシ設置

団体名：特定非営利法人青梅こども未来

参加人数：５人×３日間＝１５人（延人数）

(３) 協働の理由・きっかけ

　　　市民団体からの協力（後援）依頼

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　15日(日)：自己紹介・子ども時代の振り返り・子育ての不安の話し合い
　　22日(日)：絵本やおもちゃに触れ、遊び方を知る。
　　29日(日)：先輩パパママの話、乳幼児との触れ合い

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　０円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

期間：H24.1.15(日)･22(日)･29(日)　（協定の期間：H23.10.18～H24.3.31）

場所：今井市民センター

(２) 事業の目的

　　育児への不安解消
　　子育ての仲間づくり
　　孤立を防ぐつながりづくり

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　　これから親になる人の不安解消
　　出産後の子育て環境の充実につなげる。

(４) 実施内容

協働事業評価シート（表）

事業名称
これからのパパ･ママへ！
～楽しく子育てするために～

　健康課　母子保健係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

3 4

2 3

3 3

3 4

2 3

3 3

3 4

3 3

3 3

3 3

(11) 協働による効果

市民側
・会場（今井市民センター）を優先的に予約、手続きしてもらった。
・広報おうめ、ニュースレター、チラシ等に「協力 青梅市健康福祉部健康課（健康センタ－）と記
載することによって、講座内容に市民からの信頼を得られた。
・健康センター主催の「両親学級」の参加者に講座の案内を説明付で配布できた。

行政側
・会場の確保について、優先して確保できたので、市民側が安心して予定を立てられた効果はあった
と感じる。
・民間団体の事業について、一部把握することができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側
・対象者への周知の徹底と産後支援の充実に向け、市内唯一の産科のある青梅市立総合病院との連携
を図るため、行政間の関係の強化が必要だと思う。
・出産前から産後３～６か月の母親を支援するための関連行政間・市民活動団体等との協働事業を充
実させていく必要がある。
・青梅こども未来をはじめ、子育ち・子育て応援関連の団体の各種パンフレット・行事のチラシ、ポ
スター等を総合病院をはじめ、市内の医療機関等に置けるようにしてほしい。

行政側
・事業の紹介、宣伝方法をもう少し考える必要があると感じた。
・初めてのことだったので、会場確保以外については、十分に事務等を進められなかった部分があっ
た。
・他団体で同様の事業協力依頼があった場合、市がどこまで動けるかという不安がある。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は明
確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった
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報告者

 ２　協働の内容

　それぞれの団体の持つ特色を生かしての子育て支援事業を展開する。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：乳幼児親子・児童の遊びと憩いの場・情報交換等の居場所づくり

行政側：実施会場の提供・事業の広報・関係機関との調整

１．計画段階

各団体の所有する遊具、ゲームなどを持ち寄り事業を実施した。

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：ＮＰＯ法人子ども未来、ＮＰＯ法人青梅西多摩子ども劇場、ＮＰＯ法人青梅ファミ
リーサポートはーと
参加人数：７名

(３) 協働の理由・きっかけ

・　乳幼児親子のゆったりのんびりした遊びと情報交換の居場所作り
・　学童（異年齢）遊びを通しての交流と居場所づくり

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　延べ利用者数　７１３人

(４) 実施内容

　ＮＰＯ法人子ども未来、ＮＰＯ法人青梅西多摩子ども劇場、ＮＰＯ法人青梅ファミリーサ
ポートはーとの３団体との協働で子どもたちの遊びの場、親子の憩いと情報交換のための居場
所の提供

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

青梅市民センター子育て支援事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 　子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成2３年１０月１日、平成2４年３月３１日

場所：青梅市民センター内　キッズルーム
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市民側 行政側

1 2

3 4

4

4 4

4 4

3 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　事業の開催日数や、事業に際して必要な物品類の保管などについて今後協議する必要があ
る。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　事業展開にともなう、各団体の必要用具をその都度運び込むことなく、きちんと置き場所の
確保をしていただきたい

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　ＮＰＯ団体の持つ得意分野を生かした子育て支援事業を行うことができた。

市民側
・　開館時間前から来館してスタッフを待っている
・　乳児と触れ合ったり、異年齢の子どもとのかかわりも喜んでいた

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

理由：平成９年ごろから青梅市青少年対策地区委員長連絡協議会としての全体の統一事業開催
について検討が始められ、平成１５年１月１９日に「第１回青梅市親子ふれあい綱引き大会」
が総合体育館で開催された。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：実行委員会メンバー、大会前日・当日の実働部隊

行政側：事務局

１．計画段階

600,000円

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市青少年対策地区委員長連絡協議会
参加人数：８８人（当該団体のほかに青梅市体育指導委員協議会26人、日本綱引連盟公認審判
員1人、その他、総勢約130人）

(３) 協働の理由・きっかけ

青少年が地域活動に参加する機会や場を提供するとともに、綱引き大会に親子で参加すること
で、ふれあい、異年齢交流や地域交流を図りながら、地域社会全体で青少年の健全育成を図る
ことを目的として開催する。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

幼稚園・保育園児、小学生低学年、小学生高学年、中学生男子、中学生女子、ふれあい、一般
男子、一般女子の全8部門、合計100程度の出場チームにより親子ふれあい綱引き大会を開催
すること。

(４) 実施内容

親子ふれあい綱引き大会実行委員会等への出席、会場設営等開催準備および総務係、進行係、
受付係、接待係、放送係、選手係、模擬店係および会場・賞品係等当日の大会運営

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

青梅市親子ふれあい綱引き大会

協働事業評価シート（表）

事業名称 子ども家庭支援課　青少年
担当

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年２月５日（日）

場所：総合体育館
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：特になし

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：特になし

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：大会前日の会場設営および当日の千数百人におよぶ出場選手・応援者等大会参加者の
整理・誘導については、担当主管部署および市民活動推進課、体育課等の関連部署の人員のみ
では対応不可能であるばかりでなく、大会審判や綱引き競技専用レーンマット敷設のノウハウ
など市民側の協力が不可欠である。

市民側：行政側が実行委員会事務局を担うことにより予算管理、広報おうめ等による出場チー
ム募集受付業務、実行委員会・出場チーム対戦組合せ抽選会開催、大会当日用備品類・各種資
材の調達が円滑に行われた。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）

149



報告者

 ２　協働の内容

　関連団体代表、有識者や市民が、協議会の委員として参加し、次世代育成支援地域行動計画
の進ちょく状況を検証するため協働する。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：関連団体代表や有識者が、協議会の委員として参加し、協議・提言を行う。

行政側：協議会事務局となり、提言を参考として施策を実施する。

２．実施段階

　220,500円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市次世代育成支援地域協議会

参加人数：延べ19名

(３) 協働の理由・きっかけ

　青梅市次世代育成支援地域行動計画進行管理のための協議

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　青梅市次世代育成支援地域協議会開催２回

(４) 実施内容

　平成2３年度における行動計画実施状況の検討

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

青梅市次世代育成支援地域協議会事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 　子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成2３年８月８日、平成2４年２月2０日

場所：市役所会議室
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　行動計画の実施状況の検証をもとに、今後の事業を進める必要がある。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　次世代育成支援地域協議会のあとの当事者参画の仕組みとして設置義務付けが想定されてい
る「地方版子ども・子育て会議」（仮称）について、構成員や審議内容などを、本協議会にお
いて市民参加のもとに検討していくことが今後の課題となる。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　行動計画の実施状況の検証や検討課題等について市民とともに検討、協議することができ
た。

市民側
　次世代育成支援地域行動計画の進捗状況について、市民の目線で検討、評価を行うことがで
きた。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

子育てネット事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 　子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所
期間：　年間を通じて、子育て関連ホームページの作成及び運営を行う。

場所：事務局　東青梅1-27-5エルモンテ202　　10/　より　勝沼3-78　ＫＴホール2Ｆ

市の子育て支援サービスや製作および市内の子育て関連ＮＰＯ法人や子育てサークルなどの
様々な子育て関連情報を一目でわかりやすく伝えるため、子育て関連ホームページを開設し、
児童および子育て家庭の福祉向上を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

年間アクセス数　４２２，４２５件

(４) 実施内容

子育てに特化したホームページの開設および運営

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　１，７６８，７５０円

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　　子どもと文化のＮＰＯ子ども劇場西多摩

参加人数：　事務局スタッフ約１０名

(３) 協働の理由・きっかけ
行政による一方的な情報だけでなく、市民の目線を生かした行政情報以外の様々な情報を楽し
く伝えるため、ＮＰＯ法人へ委託を行うことした。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側（ＮＰＯ団体）：ホームページの開設・運営、情報収集、関連団体と連携等を実施す
る。

行政側：ホームページの基本管理、市の情報提供等

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

3 4

4 4

4 4

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
ＮＰＯ法人への委託により、市からの一歩的な情報提供だけでなく、市民が求めている様々な
情報を楽しく伝えることができた。また、経費面においても効果があった。

市民側
市民目線・子育て中の親子の立場に寄り添ったホームページとなっている。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
ホームページの充実、特集記事等の充実や掲示板などによる利用者の参加増加、ホームページ
及び事務局を基点とした市内子育て関連団体の連携など

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
内容充実に向けての話し合いをさらに進める。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

永山ふれあいセンター「キッズぱーく」管理・運営事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 　子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：　毎週火曜日～土曜日（年末年始を除く）
場所：　永山ふれあいセンター内

子育てと子どもの健やかな成長を支援するとともに児童福祉の増進を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

利用者数　年間３，１５４人

(４) 実施内容

青梅市永山ふれあいセンター「キッズぱーく」において、ＮＰＯ法人への委託により、利用者
への安全配慮および保護者と乳幼児への子育てサポートおよび子どもの遊びの場の提供を行
う。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　２，８１５，８００円

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　特定保営利活動法人青梅ファミリーサポートはあと
参加人数：　ローテーションにより会館中常時２名配置

(３) 協働の理由・きっかけ
永山ふれあいセンターを子育てスペースとして場所の提供を行っていたが、スタッフを配置し
てひろば事業として実施することとなり、市内ＮＰＯ法人はあとへの事業委託を行うこととし
た。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：（ＮＰＯ団体）「キッズぱーく」の管理・運営を実施する
行政側：基本管理総括、周知ＰＲ、相談業務関係をはじめとして子育て関連部署・機関との連
携

２．実施段階

154



市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
市内ＮＰＯ法人の育成や市民との協働が図られ、様々な事業を実施することにより、利用者へ
の利便が図れるとともに、経費的効果も上がった

市民側
憩いの場として、乳幼児母子の来館も、日々に増してきております。市内の中に収容できない
日々もある程です。スタッフと来館の母子のコミュニケーションも充実し、親子満足して帰宅
されている様子にキッズぱーくの広場の必要性を感じております。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
利用者が減少していることから、利用者増加に向けた周知の検討が必要と考えられる。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
従来、お願いしておりましたボード３ケ所の内２ケ所は、設置していただけました。残る１ケ
所もできるだけ早く設置していただきたい。
冷暖房器具も年数もたっているせいか必要児に稼働しないことも多々ありましたので、できた
ら取り替えていただきたい。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

青梅市ファミリー・サポート・センター事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 　子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：　通年（事務局は平日開設）
場所：　利用会員の要望する場所（事務局は、東青梅センタービル３階）

子育て家庭の援助および地域の支え合いによる子育て機能の充実を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

会員数　６３１人

(４) 実施内容

子育ての支援を求める者（利用会員）と子育てを支援する（提供会員）による会員制の有償ボ
ランティア活動。東青梅センタービルにＮＰＯ法人への委託方式で事務局を設け、会員の募
集、講習、コーディネイトを行う。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　６，５５８，５３５円

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　特定保営利活動法人青梅ファミリーサポートはあと
参加人数：　２名（事務局に係る人数）

(３) 協働の理由・きっかけ

子育て支援政策として、運営等実績のあるＮＰＯ法人との協働が望ましいと考え、当該事業に
ふさわしい団体であったため。なお、当該事業は、市民による有償ボランティア活動であり、
その意味では、事業そのものが会員（協働）事業である。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：（会員）相互援助活動・有償ボランティア活動としての事業実施（ＮＰＯ法人）事務
局として　　の運営管理、会員間のコーディネイト
行政側：体制つくりの構築、個々の事例について適切な対応を図っていくことを支援する。

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

3 4

3 4

4 4

3 4

3 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
事業実施 により、子育て家庭への支援の充実が図られた。また、事業実施実績のあるＮＰＯ法
人に事業委託することによりスムーズな運営ができた。

市民側
複雑な事情をかかえた支援依頼も多く、活動会員の紹介も困難のことも多くなる。
会員になるための養成講座もサポートセンターの場所など、内容が広報等に記載され、以前よ
り、サポートセンターが周知されてきたと思われます。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
会員の拡大、制度・利用者増加に向けた方法の検討が必要である。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
協働による効果についても記載のように、複雑な事情家庭の支援も多く、事務処理にも苦慮も
多くなり、２人態勢から、2.5人または３人態勢を認めてもらいたい。
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報告者

 ２　協働の内容

市内子育て関連ＮＰＯ法人を中心に子育て中の親子と小・中学生等を対象に子育てを支援し、
ともに楽しめるフェスティバルを実施する。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：市内ＮＰＯ法人を中心に実行委員会形式にて企画・運営をする。
行政側：補助金の交付とともに、企画段階からオブザーバーとして実行委員会に加わってい
る。

１．計画段階

　　　５００，０００円

(１) 協働の形態

１ 政策立案・事業企画等　２ 事業共催　３ 事業協力　４ 事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数
団体名：ＮＯＰ法人青梅子ども未来、ＮＰＯ法人子どもと文化のＮＰＯ子ども劇場西多摩、Ｎ
ＰＯ法人青梅ファミリーサポートはあとの３団体からなる、子どもふれあいフェスタ２０１０
実行委員会。当日は、高校生有志の協力もあった。
実行委員参加人数：１５名

(３) 協働の理由・きっかけ

子育て支援子どもの健全育成

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加者数１，００５人

(４) 実施内容

パフォーマンス、無料遊び、有料模擬店、手作りおもちゃ、読み聞かせ、喫茶、お化け屋敷、
その他

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

子どもふれあいフェスタ2011

協働事業評価シート（表）

事業名称 　子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：　平成２３年１１月６日

場所：　永山ふれあいセンター
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市民側 行政側

4 4

3 3

3 3

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
子どもたちや子育て親子の交流だけでなく、異世代間の交流や地域の伝統の伝承も考慮した事
業実施の検討が必要と考える。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
事業内容プログラムに関して、意味や価値について深めて作って行きたい。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
子育て支援事業（親の交流うや親子のふれあい、情報交換、レクリエーション、ＰＲなど）を
推進することができた。市民の豊かで自由な発想による企画立案ができた。市民のマンパワー
を活用することができた。

市民側
広く市民が参加できるように施設の利用や広報が効果的できた。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）

159



報告者

 ２　協働の内容

平成１８年度から指定管理者制度を導入し、運営することとした。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

(４) 実施内容

市民側：指定管理者として子育て支援センターの管理・運営を実施する。

行政側：基本管理総括、周知ＰＲ、相談業務関係をはじめとして子育て関連部署・機関との連
携

２．実施段階

１２，５８２，１７９円

(１) 協働の形態

4.事業委託

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：特定非営利活動法人青梅こども未来

参加人数：ローテーションにより開館中常時３名以上を配置

(３) 協働の理由・きっかけ

期間：通年開館（毎月第２月曜日および年末年始は休館）

場所：青梅市子育て支援センター

子育てと子どもの健やかな成長を支援するとともに児童福祉の増進を図る

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

利用者数　年間３３，０５０人

協働事業評価シート（表）

事業名称 子ども家庭支援課支援係

 １　事業の内容

青梅市子育て支援センターにおいて、指定管理者制度により、利用者への安全配慮および保護
者と乳幼児への子育てサポートおよび子どもの遊びの場の提供を行った。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

子育て支援センター管理運営事業

(１) 実施期間および場所
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市民側 行政側

3 3

3 4

3 4

4 4

3 4

3 4

3 4

3 4

4 4

3 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
乳幼児と小・中学生の交わりと、混雑時における住み分けについて、指定管理者側と協議の必
要がある。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
①元来、乳幼児親子対応として設計されている施設に小・中学生の利用を認めているので、乳
幼児と小・中学生が安心して安全に遊ぶ事ができる館内では無い現状なので、学校、幼稚園の
長期休暇中は、安全管理を保つためにも子育て支援スタッフは４人および５人体制が必要であ
る。
②受付業務、事務業務、フロアーでの見守り、相談事業等の仕事量を考えると、現在のスタッ
フ数では人手が足りない状態である。利用者に目の行き届いた対応するために、通常時も４人
体制は必要である。
③インフルエンザ等の予防のための小中学生のための手洗い用の水道が必要である。また、外
で手洗いできる洗い場の設置が望まれる。
④環境整備、安全整備等を考えると月1回の休館日では難しい。もう一日休館日の設定が望ま

(11) 協働による効果

行政側
管理日誌・業務日誌の他に、軽易な相談以外のスタッフが気付いたことについては、相談記録
の報告をしてもらうことにより、相談員に繋げることができる。

市民側
①来館者が行政と指定管理者を信頼して利用している。
②利用者の声が担当管轄部署に速やかに届けることができる。
③子育て経験豊富なスタッフが先輩ママとして来館者(保護者)とかかわるので、来館者が気軽
に声をかけて子育て相談する事ができ、軽度の子育ての悩みなどは来館者が話すことで軽減で
きている。抱える問題が大きいとスタッフが察したときは相談員にすぐに繋げるので、専門家
による母親の支援が素早く出来る。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

違法広告物撤去活動

協働事業評価シート（表）

事業名称 　　　管理課　庶務係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：２４年３月３１日まで
場所：市内全域

安全な歩行空間や、まちの美観風致を阻害している道路上に設置された違法広告物（はり紙、
はり札、立看板、広告旗）を市民と協働して撤去活動を行う。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

なし

(４) 実施内容

青梅市に活動員登録した市民団体が、違法看板設置の通報や、発見により看板撤去を行う。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

なし

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：河辺町５丁目ほか６団体
参加人数：５０人

(３) 協働の理由・きっかけ

平成１５年度から２４年度の「青梅市総合長期計画基本構想」において、市の将来像とする
「豊かな自然、快適な暮らし、ふれあいの街(まち)青梅」の実現に向けたまちづくりの基本方
向の一つに、「快適で安全な生活環境の街」を掲げ、都市における街並み景観の保全・創出施
策として、市民・行政の協働により、市内に設置されている違法な看板を撤去し、良好な都市
景観を築いていくための「捨て看板クリーン作戦事業」を展開していくものとし、平成１６年
４月の「青梅市捨て看板クリーン作戦実施要綱」の設置しました。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：簡易看板撤去
行政側：簡易看板撤去および指導・撤去看板の保管と廃棄

２．実施段階
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市民側 行政側

2 2

3 3

4 4

3 2

3 3

2 2

2 2

2 2

3 3

1 1

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
近年は違法看板が減少効果が見られたが、昨年度に増加減少が生じた。
風俗看板が減少兆しに対し、不動産看板の増加が原因である。
昨年実積があった団体は２団体である。
撤去の大半は、委託業者と市職員で対応した。

市民側
昨年は違法看板が４年ぶりに増加した。活動実績は減少している。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
活動が活動の減少状況がみられる近況の中で、いくつかの団体を整理して、新たの協力団体を
募集し、協力体制の強化を図り存続していくことも必要である。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
活動が減少し、年間活動実績がない団体がほとんどとなっているため、存続を検討すべきであ
る。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

青梅駅周辺景観まちづくり

協働事業評価シート（表）

事業名称 都市計画課　景観係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：６／１６、１０／２５、１２／８、１／２０（群馬県伊勢崎市視察）、３／８

場所：青梅市民会館　ほか

青梅駅周辺地区景観形成基本計画の目標とする「里山と川に包まれ 歴史が息づき 文化の薫る魅
力あるまち」の実現に向けて、調査、研究および地区内住民等の意向調整等を行い、景観まち
づくりの推進を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

青梅駅周辺景観形成地区内の市民を中心に、景観形成地区の計画の実施について協働で作業お
よび意見交換が出来た。

(４) 実施内容

青梅駅周辺地区景観形成における行為の届出についての周知活動等、景観形成重要資源の指定
に向けて所有者の意向確認等、青梅駅周辺の看板・サインについての街歩き現況調査および講
演会の開催等

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

景観形成助成金（景観まちづくり市民団体への助成）３０，０００円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅宿の景観を育む会（会員１５人）

参加人数：各回６～９人程度

(３) 協働の理由・きっかけ
「景観形成地区」の指定や「景観形成計画・基準」などを協議していくために地区内の自治会
や商店街の代表者で組織した。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　計画の意思形成過程　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：青梅駅周辺地区景観形成における行為の届出についての周知活動、景観形成重要資源
の指定に向けて所有者の意向確認、住宅修景に向けて所有者への説明等を行う。

行政側：団体協議の場の提供、懸案事項等を報告、相談。

３．その他
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市民側 行政側

3 3

3 3

4 4

4 4

3 3

3 3

2 2

3 3

4 3

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側：
青梅駅周辺地区景観形成における行為の届出についての周知を進めた。また、景観先進地への
視察や青梅駅周辺の看板・サインについての街歩き現況調査および講演会を実施し、景観まち
づくりへの取組に対して共通認識を深めた。

市民側：
おうめ風景通信の発行等による周知や、雪守横丁の整備完了等により改良を実体験できた事、
地域役員との協働により大きな住民の関心を高めることができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側：
各町内の会員との連携を深めると同時に、市民団体の主体性をより高めるための体制作りを進
めていく必要がある。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側：
近年は商店主の会員に積極的な関心の高まりが見られ、意見が出てくる等の効果が現われ始め
た。一層の推進を期待して行動するが、高齢者が所有する建物が多く、次世代者への積極的な
働きかけが必要である。
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

大塚山いこいの森ボランティア

協働事業評価シート（表）

事業名称 公園緑地課管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：　６月および９月（第１日曜日）　※９月台風の影響により中止

場所：　大塚山いこいの森

　みどり豊かな環境と景観を形成し、快適な生活環境を創出するとともに市民の自然体験および学習
の場として活用を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　年間参加人数　延べ250人　　6月のみ実施（参加者　120人）

(４) 実施内容

　この土地を市民の自然体験および学習の場として良好な状態に保つため、必要な管理を行う
ものとする。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　消耗品費　36,120円　・　食糧費　14,400円　・　原材料　20,475円　　合計
70,995円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：　いこいの森を育てる会（近隣５自治会・４小ＰＴ4・第８青少対）

参加人数：延べ２８０人

(３) 協働の理由・きっかけ
地元要望により、針葉樹を伐採し、広葉樹化を行い、管理区分により地元等ボランティアによ
り清掃、下草刈り等を行っている。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：管理区分の清掃および下草刈り等（植栽育成に必要なこと）

行政側：全体の施設等管理

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

4 4

4 4

4 4

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

　ボランティアと協働で清掃および下草刈りを行い、市の管理区分（柵外の危険個所）につい
ては、別途草刈りおよび園路階段の補修を一部実施した。

市民側

　この土地を市民の自然体験および学習の場として良好な状態に保つことができた。
　植栽樹木が根付いて、育ちつつある。また、市立第四小学校の校外学習の場として利用され
ている。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　全体の施設（外柵や階段）が木製で腐食のため、修繕が必要となる。
　作業用具等が不足していることや、樹木が生長しているため、枝払い鋏や鋸等が必要とな
る。専門業者等の手入れも必要となる。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

　参加人数の確保
　作業道具等の不備
　中心となる組織がない
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

緑地管理ボランティア

協働事業評価シート（表）

事業名称 公園緑地課管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：　毎月第３土曜日（８月を除く）　※１０月・１１月荒雨にて開催　１月降雪にて開催

場所：　永山公園内ボランティア管理緑地および新田山公園

　環境保全保護に努め、安全で快適な公園を市民に提供する

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　年間参加人数（延べ８０人）　　⇒　　（参加人数　延べ７９人）

(４) 実施内容

　萌芽更新を目的とした間伐、下草刈および枯損木伐採等

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　講師報償金　189,000円　・　消耗品費　25,789円　・　食糧費　20,010円
　保険料　8,820円　　　合計　243,619円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：緑地管理ボランティア

参加人数：　２１人

(３) 協働の理由・きっかけ

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：　特になし

行政側：　特になし

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

3 3

3 3

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

　萌芽更新、実生からの育成は、これからの新しい森づくりとしての見本としたい。

市民側
　
　伐採した切株からの萌芽更新、実生から育った幼木も多数あり、新しい森として再生してい
ること。
　管理緑地内の再生を広げていきたい。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

　会員の高齢化による出席者減少　⇒　会員募集（随時）をかけて、若い世代の参加者を増加
を図る。
　伐採に際して、多額の予算（搬出・処分費）を必要とすること

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

　会員の高齢化
　定員割れ（定員３０人）・随時会員の募集
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

学校教育ボランティア

協働事業評価シート（表）

事業名称 　　　　指導室　　指導係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：毎年度

場所：市立小・中学校

　青梅市立小・中学校の教育活動を継続的に支援できる個人または団体を青梅市教育ボラン
ティアとして登録し、地域の教育力として活用することにより、学校教育の充実および活性化
を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

 　地域人材の活用した学校教育活動の充実

(４) 実施内容

　学習活動への支援、生活指導への支援、交流・体験活動への支援、クラブ活動への支援、学
校図書館における整備等の支援、学校行事への支援、特別な教育的支援を要する児童・生徒へ
の支援、その他、学校が必要とする活動への支援

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　なし

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：

参加人数：市民　約300人（各学校合計）

(３) 協働の理由・きっかけ

　青梅市教育ボランティア制度実施要綱にもとづき各学校が募集、登録

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：学校の依頼にもとづく支援

行政側：学校への活用奨励

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

3 3

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(11) 協働による効果

行政側
　　地域人材を活用することにより、各学校の特色を生かした教育活動の充実を図ることがで
きた。

市民側
　　様々な分野で学校の教育活動を支援することができた。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
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報告者

 ２　協働の内容

青梅市生涯学習市民会議の事務局として

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：企画運営

行政側：事務局

１．計画段階

108,161円

(１) 協働の形態

1.政策立案・事業企画等に参加

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市生涯学習推進市民会議委員、各出演団体、学生ボランティア

参加人数：８１名

(３) 協働の理由・きっかけ

各種団体・サークル活動の発表の場の提供、体験教室による学習機会の提供、および生涯学習
事業の周知。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加者２,５００人

(４) 実施内容

団体・サークルによる各種ダンス、合唱や楽器演奏、おはなし会、落語と手品、野点による抹
茶の接待など。参加型のイベント「体験教室」として、絵手紙教室、木工クラブ、カヌー教室
など。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

生涯学習フェスティバル
～釜の淵新緑祭2011～

協働事業評価シート（表）

事業名称 社会教育課生涯学習推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年５月７日（土）、８日（日）

場所：釜の淵公園広場、釜の淵市民館、郷土博物館、市立美術館ほか
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市民側 行政側

3 3

4 3

4 3

3 3

3 3

2 3

4 4

4 4

4 4

2 3

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
実行委員会の委員が、より積極的にかかわっていける環境づくりをしていきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
事業実施前後には実行委員会を開催し、打ち合わせおよび反省を行っているが、より詳細な内
容での話し合いが必要と思われる。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
実行委員会の参加により、スケジュール調整、準備作業がスムーズに出来た。

市民側
広報、ホームページ、ちらし、ポスター等により、多くの来場者が集まり盛況であった。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

(２) 事業の目的

家庭教育講演会

協働事業評価シート（表）

事業名称 社会教育課　生涯学習推進
係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

平成２３年　６月１８日(土)　中央図書館多目的室
　　２３年１１月２５日(金)　市役所２階会議室
　　２４年　２月２５日(土)　福祉センター

家庭教育の充実を図る。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

年三回、その時々の課題となっているテーマで講演会を実施する。

(４) 実施内容

年間テーマ「もしもの時に備える親子の絆」
第一回：「豊かな家族のコミュニケーションを作るために」/第二回：「アウトドア流子育て防
災テクニック」/第三回：「子どもの心をケアする遊び方」

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　　　　　　　　3,834円（第一回）
保育業務委託料　5,848円（第二回）
　　　　　　　　5,654円（第三回）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：NPO法人青梅こども未来
人　数：講演会各回１０人前後

(３) 協働の理由・きっかけ

子育ての現場の声を反映した講演会とするため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：保護者への周知、講師等の情報提供、こどもの保育、当日受付・手伝い

行政側：周知、講師交渉、当日運営

１．計画段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
・協働で4年目の実施となり、担当課職員と協働団体代表・担当者による内容の企画・立案から当日の
運営までを協議・決定し、講演会当日には多数の団体協力者が受付等の業務を協力してくれた。
・市としてはソフト面(内容等)で、団体としてはハード面(会場等)でそれぞれ補い合うことができ、双方
にメリットがあった。

市民側

・内容の企画から協働団体として市民が求めている事柄を提案し実施に至るまで対等な関係で
協働出来、市民の声が繁栄された成果は大きい。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
・前年度に引き続き、参加者数に課題が残った。参加者増につながる開催日時・内容・周知等
を再検討する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
・開催日程が季節や地域の行事と重なり、参加者が分散してしまったので、設定日や時間帯を
考慮する必要がある。
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報告者

 ２　協働の内容（「青梅の森ウォーク＆ワーク」）

(２) 事業の目的

生涯学習事業（聞き取り調査等は「青梅
の森ウォーク＆ワーク」）

協働事業評価シート（表）

事業名称 社会教育課生涯学習推進係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

①青梅の森ウォーク＆ワーク　平成２３年１１月２６日　青梅の森/②農業体験教室　5月～11月   東
京都農林水産振興財団青梅庁舎/③菊作り講習会　５月～8月　  新町市民センター/④生涯学習推進市民
会議企画講座　年９回/⑤いきいき健康マージャン入門教室　９月～１０月（8回）永山ふれあいセン
ター

学習機会提供事業を市民が自主的に企画し、市と協力して開催。
（ウォーク＆ワーク）民立おうめ楽校やその他市民団体が、「青梅の森」をフィールドとして活動する
団体となり、青梅の森を支えていくグループの一つになることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体・企業等が立案した企画を元に、市民の学習ニーズに合わせた講座を実施する。
（ウォーク＆ワーク）まずは参加者に「青梅の森」を知ってもらい、ワークショップをとおして自然へ
の理解を深めてもらう。

(４) 実施内容
①成人教育　自然観察等をしながら青梅の森を歩く。歩きながら考えたこと、感じたことを参加者同士
で共有し、今後自分たちが出来る活動について考える。/②親子（家庭）教育　農作業や食育の体験活動
/③成人教育　初心者を対象にした福助作り/④成人教育　料理や手芸、健康法など/⑤成人教育　マー
ジャン教室

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

②と④は講師報償金1回6,000円、③と⑤は無料
（ウォーク＆ワーク）消耗品費：４７０円　講師報償金：７,０００円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：民立おうめ楽校
参加人数：９人

(３) 協働の理由・きっかけ
担当職員が該当団体とのネットワークを持っており、協働で行うことにより本事業の目的が達
成されやすくなると考えられたため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：ワークショップの運営
行政側：事業全体の運営、広報等

１．計画段階
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市民側 行政側

3 3

2 2

2 3

4 4

4 3

4 3

2 2

3 4

3 3

3 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側

・協働で行うことにより、意識の高い市民（団体）を巻き込んだ事業となった
・単発事業では得にくい継続性が見られた（反省会の実施など）

市民側

・市民の持つ意見が直接行政へと伝わる機会が得られた
・協働で行うことにより、行政の積極的な姿勢が市民へと伝わった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

・市民の持つ感覚やニーズをいち早く捉え、事業等に反映させていかなければならない

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

・市職員が広い視野で市民と積極的に関わり、意識の高い市民団体とピンポイントで協働して
いく必要がある
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 社会教育課　生涯学習推進
係

 １　事業の内容

①少年教育　親子で「飯もち」作り
②少年教育　親子で墨文字アートの作成
③親子で文化体験　各教室の展示

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

生涯学習事業（親子で文化体験）

(１) 実施期間および場所

①郷土料理　　　平成23年11月20日（日）　大門市民センター
②墨文字アート　平成24年1月7日（土）　　長淵市民センター
③展示会　　　　平成24年3月15日～18日　中央図書館

学習機会提供事業を市民が自主的に企画し、市と協力して開催

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

団体・企業等が立案した企画を元に、市民の学習ニーズに合わせた講座を実施する。

(４) 実施内容

市民側：企画、当日の指導

行政側：申し込み受付、事務、会場確保

１．計画段階

①、②講師報償金、委託料等
③無償

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅こども未来

(３) 協働の理由・きっかけ

団体からの提案、既存の市民団体の活動を拡充

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(11) 協働による効果

行政側
各教室においては事前準備が多い為、早めの対策が必要となったが、団体との連絡を密に行う
事でそれほど問題が起きずに進めることが出来た。
展示会の際は受付・準備・片づけ等を団体と行えた事でスムーズに開催する事が出来た。ま
た、受付をする事で団体と一般市民とをつなげる場の提供にもなった。
今後においても連携を図っていきたい。

市民側
・会場になる体育館の床保護の為に大量のブルーシートや大判の書道用下敷きなど備品準備が
大変だが、行政と市民側がそれぞれの備品を持ち寄り、参加者が思う存分書アート出来る場の
準備が出来た。
・参加者の受付人数や準備物連絡等、行政との準備連絡が取り合え書道材料準備がスムーズに
出来た。
担当者とメールでの打ち合わせが出来るので活動や会議で外出していることが多い市民側の担
当者として非常に助かっている。
・墨文字アートは、年を重ねる毎に青梅市内に周知され、年明けの年中行事の１つとして家族
で体験し作品発表まで楽しめる事業になっていることは、行政側と協働団体側の良好な連携の
成果だと思う。毎年楽しみに展示会を訪れて下さるリピーターの方も増えている。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた
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行政側
教室については全体的な応募数の減少など周知面で課題が残った。周知方法・場所を更に広げ
る等、対策をを検討したい。
展示に関しては、１団体のみの協力となった為、負担が多くなった。今後は他の教室の団体に
も協力依頼したい。

市民側
・昨年の様に当日参加者があることも想定して新規に2本大筆を購入し書道用具の数を増やし
たので、今年は各家族が使用する用具の不足が無かった。
・今年の展示会の会場係は、スタッフの仕事と展示日程が重なり、会場係り担当出来ない日が
多かったので、一緒に展示している他団体からも会場係を出すことを検討したい。
・野外で使用されたブルーシートが数枚有り、泥や葉っぱを取り除くのに時間がかかった。野
外と室内と分けて使用するブルーシートの準備が望まれる。市民側でも来年は予算の中で1枚
購入出来るように考えたい。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）
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報告者

 ２　協働の内容

館内展示品や郷土博物館が管理する文化財の理解をするための一助として従来の説明文では不
十分であると感じたため。また職員自体の展示解説による負担を解消するため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：建物に配置し、主に学校等団体来場(館)者に対し解説を行う。

行政側：主に研究者に対し解説などを担当し、併せてボランティアに対する研修を行う。

２．実施段階

食糧費　　5.500円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市文化財解説ボランティア

参加人数：延べ１７３人、年間67日稼働(H23実績)

(３) 協働の理由・きっかけ

来場(館)者に対し、建物や収蔵品を通し青梅市の歴史を詳しく解説することで、郷土の歴史を
深く理解していただくことを目的としている。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

来場(館)の方々に対し、施設の概要および、歴史、文化財保護の啓蒙活動を図る。

(４) 実施内容

毎月指定の土日、休日に文化財ボランティアを各施設に配置し、来場(館)者に対し文化財につ
いての解説を実施している。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

(２) 事業の目的

文化財解説ボランティア事業

協働事業評価シート（表）

事業名称 文化課郷土博物館管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：通年

場所：郷土博物館、旧吉野家住宅、旧宮崎家住宅、旧稲葉家住宅
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市民側 行政側

4

4

4

4

3 3

3 3

4 4

4 4

4 4

4 4

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側
　現在、フロアトークを毎月１回実施しているが、複数回実施できれば良いと思う。
また、解説ボランティアの人数を増やしたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側
　文化財解説内容の向上及び来館者の興味志向の把握を。

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

(11) 協働による効果

行政側
　解説ボランティアの方々が複数の人数で、見学者を対応してもらえるので、話が広く伝わり
啓蒙が図れた。

市民側
　郷土博物館管轄の文化財の解説行為に自主的にボランティアとして参加しており、市の業務
軽減と共にボランティア各自は文化財解説に達成感を持って働いていただいている。

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

調査項目

協働事業評価シート（裏）
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 続・わがまち青梅講座 文化課郷土博物館管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：５月２１日、６月２５日、１１月１２日、３月３日

場所：沢井駅、勝沼城址、金剛寺、花木園他

(２) 事業の目的

私たちが住んでいる青梅の良さ、魅力、歴史、文化財、名所など普及する

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加者に対し、青梅市の良さ、魅力、歴史、文化財、名所について理解してもらう。

(４) 実施内容

計４回の講座を実施し、延べ156人の参加者がえられた。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

講師報償金　 ８０，０００円

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市文化財保護指導員連絡協議会

参加人数：８人

(３) 協働の理由・きっかけ

広報に以前掲載されていた「わがまち青梅」を実際に尋ね歩く

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：資料準備、解説

行政側：受付等庶務
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

市民側
  郷土の歴史について、自身も理解を深めることが出来た。

行政側
　参加者も満足される講座であった。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側
   目先を変えて新鮮さを出すようにしたい。

行政側
　好評な事業なので引き続き実施していきたい。
　リピーターの参加者が多いので幅広い年齢層から参加を募りたい。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 博物館展示講座 文化課郷土博物館管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：年間4回(6/11、9/13、9/24、2/18)

場所：郷土博物館

(２) 事業の目的

展示に絡めた講座を開くことで、展示内容を深く理解していただき、より郷土の歴史に興味を
持っていただくことを目的としている。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

参加者に対し、展示・講座の内容から古代のくらしを考える。

(４) 実施内容

「昭和20年代・30年代の青梅」30名参加　「断層と地震」39名参加
「皇国地誌解題」36名参加　「青梅市の獅子舞」１７名参加

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

講師報奨金３６，０００円(3回合計：9/13分は職員が講師を行ったため)

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅市文化財保護審議会、青梅市文化財保護指導員連絡協議会

参加人数：３人(毎回１名。ただし9/13実施分は職員が講師を務めた)

(３) 協働の理由・きっかけ
展示の内容から専門的な知識を持つ文化財保護審議会委員および文化財保護指導員にお願いし
た。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：資料準備、解説

行政側：受付等庶務(1回だけ解説を担った)
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

市民側　なし

行政側
懐古的テーマに沿った展示や、東日本大震災に関連する講座など、時代を捉えた講座を実施し
た結果、多数の参加者にお越しいただけた。専門性も問われるため協働により題材を深く掘り
下げることが出来たことは、効果大であった。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側　なし

行政側
今後も、世相を反映させる企画を考え、郷土に興味を持っていただける「入口」としての講座
を実施していきたい。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 伝統技術講座（竹細工） 文化課郷土博物館管理係

 １　事業の内容
(１) 実施期間および場所

期間：５/６・７

場所：旧宮崎家住宅

(２) 事業の目的

自然の素材を使い、ものづくりの楽しさを味わっていただくことを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

１７名の参加を得た

(４) 実施内容

竹を使い「そばざる」を製作する

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

講師報奨金１２，０００円（２日合計）

(１) 協働の形態

2.事業共催

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

団体名：青梅竹細工の会

参加人数：１人

(３) 協働の理由・きっかけ

以前から、社会教育事業の一環として行われていたが、より広く知らしめたいと考えたため。

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

１．計画段階

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：資料準備、解説

行政側：受付等庶務
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

協働事業評価シート（裏）
4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

調査項目

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

(11) 協働による効果

市民側
　竹細工工芸について参加者の理解を深めることが出来た。

行政側
参加者に技術を正確に伝え、ものづくりを通じて郷土理解を深めていただく点で協働による効
果が発揮できたと思う。

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

市民側　なし

行政側
今後も、他課も含め評判の高い講座を角度を変えてスポット的に実施できるよう計画をした
い。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 中央図書館管理課　業務係

 １　事業の内容

　市民と行政が協働し、市民に開かれ、親しみまれる図書館の実現を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　おはなしボランティアの人員確保、おはなしの技術向上

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

おはなしボランティア

(１) 実施期間および場所

期間：平成２3年４月７日～平成２４年３月２４日

場所：中央図書館、今井図書館ほか

団体名：「青梅おはなしの会」、おはなしの会　ころりん」他個人登録ボランティア

参加人数：延べ1５０人

(３) 協働の理由・きっかけ

　図書館の仕事や地域社会への貢献に興味のあるボランティアへの働く場所の提供

　おあはなし学習会　４回、絵本のべんきょう会　６回
　おはなし勉強会　　９回

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　２４，０００円（おはなし学習会講師報償金　６，０００円×４回）

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：おはなし会、おはなし学習会、おはなし勉強会への参加、実演

行政側：おはなし会、おはなし学習会、おはなし勉強会の開催

２．実施段階
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市民側 行政側

3 3

3 4

3 3

4 4

3 3

3 4

3 3

3 3

3 4

3 4

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

　この活動は、図書館事業（子ども読書活動推進事業）でもある。
　このため、今後も市民と行政の役割をしっかり築き、参加者にとって良い事業であるように
していきたい。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

(11) 協働による効果

行政側

　市民のボランティア活動に対して意識が向上し、子ども読書活動の推進が図れた。

市民側

　図書館の仕事や、地域社会への貢献に興味のあるボランティアの活動の場所が確保できた。
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報告者

 ２　協働の内容

協働事業評価シート（表）

事業名称 中央図書館管理課　業務係

 １　事業の内容

　市民と行政が協働し、市民に開かれ親しまれる図書館の実現を図ることを目的とする。

(３) 事業の成果目標（数値目標等）

　整架ボランティアの人員確保、納本、書架の整理

(４) 実施内容

(２) 事業の目的

中央図書館整架ボランティア

(１) 実施期間および場所

期間：平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日

場所：中央図書館

団体名：図書館整架ボランティア登録者

参加人数：１５人

(３) 協働の理由・きっかけ

　図書館の仕事や地域社会への貢献に興味のあるボランティアへの働く場所の提供

　整架ボランティアにより、中央図書館の納本および書架の整理を行なっている。

(５) 事業経費（支出した額または予算額）

　０円

(１) 協働の形態

3.事業協力

(２) 協働相手の団体名および団体からの参加人数

(４) 協働が開始された段階は次のうちどれですか。

　　その他の場合具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(５) 役割分担

市民側：図書の整架

行政側：ボランティアに対し、中央図書館の開放

２．実施段階
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市民側 行政側

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 はい  3 どちらかといえば「はい」 2 どちらかといえば「いいえ」 　1 いいえ

協働事業評価シート（裏）

調査項目

実
施
段
階

(５) 対等な立場での協力関係を築けた

(６) 協働相手の自主性・自立性は尊重された

(７) 事業実施は円滑になされた

計
画
段
階

(１) 事前の話合いを十分に行い、役割・責任分担は
明確になっていた

(２) 事業に最もふさわしい協働形態が選択された

(３) 協働の役割分担は適切だった

(４) 協働相手は適切だった

(12) 今後の課題、改善事項など（できるだけ具体的に記入してください）

行政側

　できるだけ多くの職員がボランティアとの交流を持ち、事業が円滑に進むよう改善する。

事
業
終
了
後

(８) 設定した目標が達成された

(９) 協働で行うことにより効果がある事業だった

(10) 今後の課題と改善策をお互いに話し合った

市民側

　図書館職員との交流
　職員が多く、顔と名前が一致しないため相談などがあっても一部の職員にしかできない。

(11) 協働による効果

行政側

　ボランティアの整架により、書架が常に整理された状態になり、利用者から喜ばれている。

市民側

　図書館の仕事に携われることにより、働くことへの喜びが感じられる。
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